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火曜日・水曜日・土曜日・日曜日 
………………… 午前9時30分～午後5時 

木曜日・金曜日… 午前9時30分～午後7時 

祝　日………… 午前9時30分～午後5時 

開館時間 

月曜日、祝日の翌日、年末年始（12/28～1/4） 
月末整理日（土、日を除く月末の平日） 
特別整理期間 

休館日 

身延町立図書館

身
延
駅

至
甲
府

至
下
部

県
　
道

富
士
川

至
西
山

至甲府

至静岡

身延町役場 

至身延山
久遠寺

300

身延町立図書館 

　
日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
で

知
ら
れ
る
身
延
町
は
、古
く
か
ら
歴
史

や
文
化
、交
通
の
要
所
で
し
た
。
寺
社
建

築
に
は
欠
か
せ
な
い
宮
大
工
の
技
は
、下

山
大
工
と
い
う
集
団
に
よ
っ
て
全
国
に

伝
え
ら
れ
、そ
の
名
も
広
く
知
れ
渡
っ
た

の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
当
時
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
は
度
重
な
る
火
災
で

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
ん

な
下
山
大
工
資
料
が
５
年
程
前
大
量
に

発
見
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、現
物

で
保
存
の
で
き
な
い
資
料
を
画
像
で
保
存
、

閲
覧
可
能
に
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
開
始
し
ま
し
た
。
書
籍
約
40
点
と
画

像
資
料
約
5
0
0
点
を
現
在
【
下
山
大

工
資
料
】と
し
て
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、身
延
町
は
“木
食
戒
”と
い
う

修
行
を
続
け
な
が
ら
日
本
各
地
を
歩
き
、

93
歳
で
没
す
る
ま
で
千
体
を
超
え
る
“微

笑
仏
”を
遺
し
た
木
喰
上
人
誕
生
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。
生
誕
2
9
0
年
に
あ

た
る
昨
年
、当
館
所
蔵
の【
木
喰
上
人

資
料
】
約
1
0
0
点
が
、更
に【
身
延
人

物
博
物
館
】
が
本
年
新
た
に

加
わ
り
ま
し
た
。
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
地
域
資
料
】

を
是
非
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ

さ
い
!

52

図書館キャラクター
ぶっくん
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まち自慢 
巻頭随想 02

苦言提言 08

がんばっていま～す。 32

市町村リレー 04

市町村振興協会たより 36
はつらつ！！市町村職員 
編集後記 

自 治 Q & A 27

電子自治体コーナー 34

北杜市高根町の道の駅「南きよさと」周辺では地域住民でつくる「長沢鯉の

ぼり祭り実行委員会」により施設周辺の谷間に飾り付けられた約450匹のこ

いのぼりが県内外からの観光客の目を楽しませます。 

5月5日のこどもの日には「鯉のぼり祭り」が実施され周辺の田んぼでは子ども

たちによるどろんこ競争などが行われます。 
【北杜市提供】 

大石　智久さん 
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韮
崎
市
の
春
の
顔
と
も
い
え
る
「
わ
に
塚

の
サ
ク
ラ
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
･
･
･

　
日
本
百
名
山
の
著
者
で
登
山
家
で
も
あ
る

深
田
久
弥
氏
の
直
筆
入
り
の
「
茅
ケ
岳
」
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
･
･
･

　
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
豊
か
な
自
然
を
愛

し
、後
世
に
伝
え
る
た
め
、３
５
０
人
の
参
加

者
と
の
協
働
で
実
施
し
た
「
甘
利
山
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
保
全
＆
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
･
･
･
な

ど
な
ど
、観
光
担
当
に
異
動
し
た
ば
か
り
の

私
に
と
っ
て
、韮
崎
市
の
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
用
し
た
、新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
１
年
で
し
た
。

　
さ
て
韮
崎
市
は
、今
年
の
１０
月
、市
制
施

行
５５
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
５５
」
　
「
Ｇ
Ｏ
・
Ｇ

Ｏ
」
　
「
い
け
・い
け
」
の
語
呂
合
わ
せ
の
ご
と

く
、今
年
の
観
光
関
連
事
業
は
「
い
け
・い
け
」

の
精
神
で
、市
民
や
観
光
客
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
楽
し
く
、さ
ら
に「
観
る
」か
ら「
触
れ
る
・
 

参
加
す
る
」
と
い
っ
た
体
験
型
観
光
に
シ
フ
ト

さ
せ
、お
互
い
が
夢
と
感
動
を
共
有
し
、人
々

が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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合併コーナー 30
→
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巻 

頭 

昭和14年3月24日　市川三郷町生まれ。
町立市川小学校及び市川中学校PTA会長を歴任、また県立市川
高等学校PTA会長時には野球部が「ミラクル市川」として大活躍、
甲子園でのベスト4進出に立ち会った。
平成11年に旧市川大門町議当選、副議長を経て、平成15年旧市
川大門町長に当選。平成17年11月に合併後初の市川三郷町長に
当選。70歳

市川三郷町長

02の やまなし 

市
川
三
郷
町
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日

に
三
珠
町
・
市
川
大
門
町
・
六
郷
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
人
口
一
万
八
千
三
百

五
十
人
、
総
面
積
七
十
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
甲
府
盆
地
の
最
南
端
に
位
置
し
、
赤
石

山
脈
を
源
流
と
す
る
釜
無
川
と
秩
父
山
系

を
源
流
と
す
る
笛
吹
川
が
合
流
し
富
士
川

と
な
る
左
岸
に
広
が
る
町
で
す
。
こ
の
富
士

川
は
、
山
形
県
の
最
上
川
、
熊
本
県
の
球
磨

川
と
と
も
に
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。

市
川
三
郷
町
に
は
小
高
い
丘
、
丘
陵
が
幾

つ
か
あ
り
ま
す
。
曽
根
丘
陵
は
山
梨
県
の
古

代
文
化
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
狐
塚
古
墳

や
大
塚
古
墳
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
狐
塚
古
墳
か
ら
出
土
の
副
葬

品
は
我
が
国
の
貴
重
な
考
古
資
料
と
な
っ
て

お
り
、
中
で
も
鏡
二
面
の
中
の
一
つ
は
内
行

花
文
鏡
、
も
う
一
つ
は
四
神
四
獣
鏡
で
す
。

平
塩
の
岡
に
は
市
川
の
和
紙
の
発
祥
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
天
台
百
坊
と
言
わ
れ
た

寺
々
が
甍
を
連
ね
て
い
た
千
年
前
、
平
安
時

代
の
中
期
十
四
世
紀
、
京
都
の
南
禅
寺
の

僧
、
義
堂
周
信
は
平
塩
の
寺
へ
帰
る
仲
間
の

僧
に「
甲
陽（
山
梨
県
）の
爾
紙
は
玉
の
よ
う

で
雲
よ
り
美
し
い
、
あ
な
た
が
国
へ
帰
っ
て
そ

の
紙
に
得
意
の
詩
を
揮
毫
す
る
か
と
思
う

と
実
に
羨
ま
し
い
」そ
ん
な
手
紙
を
送
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
頃
の
高
野
山
文
書
に
も
、
市
川

の
和
紙
は
美
人
の
素
肌
の
よ
う
に
美
し
い
と

い
う
喩
え
で「
肌
好（
は
だ
よ
し
）」と
褒
め
て

書
か
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
こ
の
後
も
徳
川

幕
府
の
誇
り
高
い
御
用
紙「
肌
吉
紙
」と
し

て
世
襲
の
肌
吉
衆
に
よ
っ
て
漉
き
継
が
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
り
、
時
代
を
経
て
そ
の
名
声

が
伝
え
る
気
概
は
、
今
も
な
お
手
漉
き
唄
と

な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

江
戸
中
期
の
明
和
二
年
に
は
幕
府
直
轄

の
甲
斐
の
国
、
市
川
代
官
所
と
し
て
陣
屋
が

置
か
れ
、
二
十
五
代
に
わ
た
る
代
官
が
管
内

二
百
四
十
七
カ
村
、
七
万
五
千
石
を
治
め
て

い
た
歴
史
も
あ
り
、
現
在
で
も
御
陣
屋
の
地

名
で
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
川
の
花
火
の
歴
史
は
市
川
の
和

紙
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
十
二
世

紀
初
め
甲
斐
源
氏
の
祖
、
新
羅
三
郎
義
光
の

子
、
義
清
が
甲
斐
国
に
下
司
と
し
て
赴
任
し

た
際
、
京
都
か
ら
従
っ
て
き
た
家
臣
の
紙
工
、

甚
左
衛
門
の
恩
徳
を
追
慕
し
神
明
社
に
祀

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
甚
左
衛
門
の
命

日
で
あ
る
七
月
二
十
日
に
祭
典
を
行
い
、
花

火
を
打
ち
上
げ
た
の
が
、
神
明
の
花
火
の
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
明
の
花
火
は
、

徳
川
の
中
期
、
常
陸（
茨
城
県
）の
水
戸
、
三

河（
愛
知
県
）の
吉
田
と
並
ん
で
日
本
三
大

花
火
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

戦
後
途
絶
え
て
い
た
神
明
の
花
火
を
平
成
元

年
に
復
活
さ
せ
、
毎
年
八
月
七
日
を「
は
な

び
の
日
」と
し
今
年
で
第
二
十
一
回
と
な
り

ま
す
が
、
二
尺
玉
を
は
じ
め
約
二
万
発
の
花
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火
に
約
二
十
万
人
が
訪
れ
る
花
火
大
会
に

ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
江
戸
歌
舞
伎
の
宗
家
市
川
團
十

郎
の
初
代
團
十
郎
の
曾
祖
父
が
武
田
信
玄

公
よ
り
与
え
ら
れ
た
知
行
地
に
立
つ
歌
舞

伎
文
化
公
園
に
は
、
歌
舞
伎
資
料
館
と
牡
丹

の
花
の
庭
園
が
あ
り
、
毎
年
四
月
下
旬
に
は

ぼ
た
ん
の
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
中
国

の
名
碑
十
五
基
を
中
国
陝
西
省
、
西
安
碑

林
博
物
館
の
監
修
・
製
作
に
よ
っ
て
創
建
当

時
の
ま
ま
復
元
し
た
大
門
碑
林
公
園
、ハ
ン

コ
の
里
六
郷
は
印
章
生
産
日
本
一
を
誇
り
、

印
章
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
名
高
い「
十
鐘

山
房
印
挙（
じ
ゅ
っ
し
ょ
う
さ
ん
ぽ
う
い
ん
き

ょ
）」三
十
挙
百
九
十
一
冊
は
世
界
で
七
部

し
か
押
印
さ
れ
な
か
っ
た
貴
重
な
資
料
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
清
朝
時
代
の
収
集
家

「
陳
介
祺（
ち
ん
か
い
き
）」が
収
集
し
た
も
の

で
地
場
産
業
会
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
は「
神
秘
麗
湖
」と
も
表
さ
れ

た
四
尾
連
湖（
し
び
れ
こ
）な
ど
の
名
勝
の
ほ

か
三
珠
農
村
広
場
近
く
に
は
山
の
先
生
こ

と
丹
沢
正
作
先
生
の
住
居
、
山
の
家
と
呼
ば

れ
た
茅
葺
き
屋
根
の
小
さ
な
家
が
復
元
さ

れ
て
い
ま
す
。
丹
沢
正
作
先
生
は
千
八
百
七

十
六
年（
明
治
九
年
）に
上
野
村
に
生
ま
れ
、

東
京
専
門
学
校（
現
早
稲
田
大
学
）を
卒
業

し
千
九
百
二
年（
明
治
三
十
五
年
）に
帰
郷
、

集
落
か
ら
離
れ
た
山
中
に
住
み
平
民
学
校

を
起
し
て
農
村
の
子
ど
も
達
に
国
語
や
法

律
を
教
え
、
徳
富
蘆
花
の
影
響
を
受
け
て
平

民
主
義
を
貫
い
た
先
生
で
す
。
ま
た「
の
っ
ぷ

い
」と
言
わ
れ
る
肥
沃
な
土
地
に
育
つ
、
と

う
も
ろ
こ
し「
甘
甘
娘（
か
ん
か
ん
む
す
め
）」

を
は
じ
め
、1
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
っ
す
ぐ
に
伸

び
た
大
塚
ニ
ン
ジ
ン
・
大
塚
ご
ぼ
う
・
桃
・
ぶ

ど
う
な
ど
豊
富
な
果
実
や
農
産
物
、
さ
ら
に

は
眺
望
県
下
一
の「
み
は
ら
し
の
丘
・
み
た
ま

の
湯
」、
六
郷
の
里
に
は「
つ
む
ぎ
の
湯
」な

ど
、
誇
れ
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
数
多
く
あ
り

ま
す
。「
や
す
ら
ぎ
づ
く
り
、
日
本
一
の
暮
ら

し
や
す
さ
を
目
指
し
て
」を
基
本
方
針
と
し

て
、
学
ぶ
ま
ち
・
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
・
楽
し

む
ま
ち
を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に
中
部
横
断
自

動
車
道
の
全
線
が
完
成
と
な
る
計
画
で
あ

り
、
市
川
三
郷
町
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
完
成
し
ま
す
と
、

静
岡
ま
で
約
一
時
間
、Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
駅
が

七
駅
、
東
京
ま
で
約
二
時
間
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
へ
の
期
待
も
大
き
く
、
山
紫
水
明
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
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蘇
え
る
近
代
産
業
遺
産
群

果
樹
栽
培
を
基
幹
産
業
と
す
る
甲
州
市
に

あ
っ
て
、
市
域
南
部
の
勝
沼
地
域
は
、
古
く
か

ら
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
と
と
も
に
、

わ
が
国
に
お
け
る
ワ
イ
ン
醸
造
発
祥
の
地
と

し
て
歴
史
と
伝
統
を
誇
っ
て
お
り
、
ワ
イ
ン
の

醸
造
所
や
地
下
蔵
、
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
ブ
ド
ウ
や

ワ
イ
ン
産
業
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た「
近
代
産
業
遺
産
」と
呼
ば
れ
る
建

造
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
遺
産
を
修
復

～果樹園交流のまち
甲州市を目指して～

04の やまなし 

博物館として整備された旧田中銀行

平
成
17
年
11
月
1
日
に
塩
山
市
と
勝
沼
町
、

大
和
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
甲
州
市
は
、
甲

府
盆
地
の
東
部
に
位
置
し
、
北
東
側
に
は
大
菩

薩
連
嶺
を
は
じ
め
と
す
る
秩
父
山
系
の
山
並

み
が
連
な
り
、
南
西
側
に
は
盆
地
に
向
か
っ
て

形
成
さ
れ
た
複
合
扇
状
地
が
広
が
る
自
然
豊

か
な
市
で
す
。

市
内
で
は
、
盆
地
特
有
の
内
陸
性
気
候
と
水

は
け
の
よ
い
扇
状
地
特
有
の
土
壌
を
利
用
し

た
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ブ
ド

ウ
を
は
じ
め
モ
モ
や
ス
モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な

ど
、
国
内
屈
指
の
落
葉
果
樹
産
地
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
果

実
を
活
用
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
や
観
光
果
樹
園
な

ど
の
2
次
産
業
、
3
次
産
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

市
内
に
は
武
田
信
玄
公
の
菩
提
寺
で
あ
る

恵
林
寺
な
ど
武
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
を

は
じ
め
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

史
跡
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
ほ
か
、
国
内
の

ワ
イ
ン
醸
造
発
祥
に
ま
つ
わ
る
近
代
産
業
遺
産

群
な
ど
も
あ
り
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
文
化
資
産

が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

地
理
的
に
も
東
京
か
ら
１
０
０
km
圏
内
に

位
置
し
、
中
央
自
動
車
道
を
は
じ
め
国
道
20
号

や
411
号
、
140
号
、
J
R
中
央
本
線
な
ど
に
よ
り
、

首
都
圏
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
と
の
交
流
、
連

携
が
可
能
な
立
地
条
件
に
あ
り
ま
す
。

合
併
後
に
策
定
し
た
第
1
次
甲
州
市
総
合

計
画
で
は
、
市
の
将
来
像
を「
豊
か
な
自
然
歴

史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
果
樹
園
交
流
の
ま
ち

甲
州
市
」と
定
め
、
地
域
が
持
つ
様
々
な
資
源

や
特
性
、
地
理
的
条
件
な
ど
を
最
大
限
に
活
か

し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
が
輝
き
、
多
く
の
人

が
訪
れ
、
訪
れ
た
方
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
、

ま
た
す
べ
て
の
市
民
が
ず
っ
と
住
み
続
け
た
く

な
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

果樹園が広がる市内
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し
、
地
域
内
の
誇
り
う
る
資
源
の
文
化
的
価

値
を
内
外
に
広
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の

人
々
に
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
土
交
通
省
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
近
代
産
業

遺
産
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
整
備
事
業
で
は
、
地
域
に
点
在
す
る

近
代
産
業
遺
産
や
各
時
代
の
史
跡
を
遊
歩
道

で
結
ぶ
フ
ッ
ト
パ
ス
ル
ー
ト（
散
策
ル
ー
ト
）を

設
定
し
、ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
も
絡
ま
せ
る
な
か

で
景
観
に
配
慮
し
た
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
平
成

9
年
に
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
伴
い
廃
止
さ
れ

た
J
R
中
央
本
線
の
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
は
、

ブ
ド
ウ
や
ワ
イ
ン
の
輸
送
に
大
き
な
影
響
を

与
え
地
域
に
流
通
革
命
を
も
た
ら
し
た
近
代

遺
産
で
す
が
、
今
回
の
事
業
に
よ
り
ト
ン
ネ

ル
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
多
く
の
方
が

訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
当
初
の
使

命
を
終
え
て
静
か
な
眠
り
に
つ
い
て
い
た
近
代

産
業
遺
産
は
、
新
た
な
命
を
吹
き
込
ま
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て

蘇
え
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
近
代
産
業
遺
産
群
は
、
そ
の
歴
史

的
、
文
化
的
価
値
が
国
か
ら
も
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
平
成
19
年
11
月
に
市
内
の
近

代
産
業
遺
産
群
が「
ワ
イ
ン
製
造
の
歴
史
を
物

語
る
産
業
遺
産
群
」と
し
て
経
済
産
業
省
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
先
般
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
た
ワ

イ
ン
醸
造
所
の
遺
構
で
あ
り
、
こ
の
整
備
事

業
の
中
核
部
分
と
な
る「
宮
光
園
」の
蔵
か
ら
、

大
正
期
の
ブ
ド
ウ
栽
培
、ワ
イ
ン
醸
造
の
様
子

を
記
録
し
た
35
mm
フィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
一
面
に
ブ
ド
ウ
畑

が
広
が
る
ま
ち
並
み
を
は
じ
め
、
ブ
ド
ウ
の

収
穫
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
の
一
連
の
過
程

の
ほ
か
、
当
時
で
は
珍
し
い
ブ
ド
ウ
狩
り
ツ
ア

ー
や
皇
族
視
察
の
風
景
な
ど
貴
重
な
映
像
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
け
る
戦
前

の
ワ
イ
ン
醸
造
の
様
子
を
伝
え
る
映
像
は
極

め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
市
で
は
こ
の
フィ

ル
ム
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

修
復
す
る
近
代
産
業
遺
産
群
と
と
も
に
国
内

ワ
イ
ン
史
研
究
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

多くの人が訪れるトンネル遊歩道

現存する日本最古の木造ワイン醸造場
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～地域ブランドの確立へ～

特産品であるブドウを原料にしたワインの地域ブランド化を目指す

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
全
国
の
自
治

体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
知
恵
を
絞
り
、
地
域
が

持
つ
独
自
性（
特
産
物
や
歴
史
、
文
化
な
ど
）

を
活
か
し
た
地
域
資
源
活
用
型
の
ま
ち
づ
く

り
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

甲
州
市
は
、
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
ン
醸
造

発
祥
の
地
で
あ
り
、
国
内
有
数
の
ワ
イ
ン
生
産

地
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
消

費
者
の
食
品
に
対
す
る「
安
全
・
安
心
・
生
産

地
」へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
原

料
ブ
ド
ウ
の
生
産
地
や
品
質
が
は
っ
き
り
と

し
た
ワ
イ
ン
を
日
本
に
お
け
る
一
大
ワ
イ
ン

産
地
で
あ
る
甲
州
市
か
ら
産
出（
提
供
）し
て

い
く
た
め
、
昨
年（
平
成
20
年
）12
月
に「
甲
州

市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
条
例
」を
制
定
し

ま
し
た
。

こ
の
制
度（
条
例
）は
、
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
醸
造
さ
れ
た
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
、
原
料
ブ
ド

ウ
の
原
産
地
を
市
が
保
証
す
る
こ
と
で
、
消

費
者
に
安
心
感
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

ワ
イ
ン
の
価
値
や
信
頼
感
を
高
め
、
そ
の
結
果

と
し
て
甲
州
市
産
ワ
イ
ン
の
更
な
る
普
及
と

地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
対
象
と
な
る
原
料
ブ
ド
ウ

を
甲
州
種
、
欧
州
系
醸
造
専
用
品
種
及
び
国

内
改
良
品
種
に
限
定
し
、
さ
ら
に
甲
州
市
内

産
と
県
内
産
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
品
質
に

つ
い
て
も
果
汁
を
絞
っ
た
段
階
で
の
糖
度
に
基

準
を
設
け
、
製
品
と
な
っ
た
ワ
イ
ン
は
、
原
料

ブ
ド
ウ
の
原
産
地（
圃
場
）確
認
審
査
、
書
類

審
査（
ラ
ベ
ル
適
合
審
査
含
む
）、
官
能（
利
き

酒
）審
査
を
行
い
、
合
格
し
た
ワ
イ
ン
に
つ
い

て
の
み
市
が
認
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
平
成
22
年
4
月
の
施
行
に
向
け

た
準
備
段
階
で
す
が
、
近
い
将
来
こ
の
制
度

が
定
着
し
、
消
費
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
信

頼
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
内
産
ワ
イ
ン
に
お
け

る
甲
州
市
の「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」が
今
以
上
に

広
く
認
知
さ
れ
、ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
ば
か
り

で
な
く
、
原
料
を
生
産
す
る
農
業
を
は
じ
め

観
光
な
ど
の
他
産
業
の
振
興
に
そ
の
効
果
が

波
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
ワ
イ
ン
振
興
に
向
け
た
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、ワ
イ
ン
原
料
と
な
る

ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
支
援
す
る
た
め
、
醸
造
用

甲
州
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
農
家
に
対
し
て
助

成
す
る
長
期
契
約
栽
培
奨
励
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ワ
イ
ン
振
興
に
向
け
た

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
や
、
国
や
県
な
ど
と
と
も

に
E
U
向
け
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る

な
ど
、
ワ
イ
ン
産
地
甲
州
市
と
し
て
の「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
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近
年
、
中
高
年
層
を
中
心
に
健
康
を
意
識

し
た「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
純
粋
に「
歩
く
」こ
と
を
楽
し

む「
ま
ち
歩
き
」が
全
国
的
な
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
甲
州
市
内
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

に
身
を
包
ん
だ
市
民
が
颯
爽
と
歩
い
て
い
る

姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
州
市
を
訪
れ
た
観
光
客
が
市
内
の

名
所
旧
跡
、ワ
イ
ナ
リ
ー
等
を
歩
い
て
回
る
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
歩
く
」こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
健
康
づ

く
り
の
最
も
手
軽
な
手
段
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
改
め
て
見

直
す
学
習
機
会
に
な
り
、
市
民
同
士
の
交
流

の
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
に

と
っ
て
は
、
訪
れ
た
地
域
を
よ
り
深
く
理
解

し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
と
と

も
に
地
域
に
暮
ら
す
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
、

交
流
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。「
歩
く（
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
）」は
、
ま
さ
に
甲
州
市
が
目
指
す

「
果
樹
園
交
流
の
ま
ち
」の
実
現
に
ふ
さ
わ
し

い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
の
で
す
。

市
民
や
観
光
客
が「
歩
く
」た
め
の
事
業
に

は
、
新
た
に
大
掛
か
り
な
施
設
を
建
設
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
地
域
資
源
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
を

得
る
こ
と
が
可
能
な
人
や
環
境
に
優
し
い
持

続
可
能
な
事
業
だ
と
言
え
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
を「
歩
く
」方
た
ち
の
た
め

の
安
全
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
設
定
や

ル
ー
ト
上
の
見
所
な
ど
を
記
し
た
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
を
は
じ
め
、
年
に
数
回
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、「
果
樹
園
交

流
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
施
策
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
秋
に
は
、
N
P
O
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
市

内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
る「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
自

然
景
観
や
歴
史
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
歩
く

散
策
道「
フ
ッ
ト
パ
ス
」を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
先
に
設
立
さ
れ
た「
日

本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
」に
も
参
画
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

「
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」の
主
体
と
な
る
の

は
市
民
で
あ
り
、
市
内
で
活
動
す
る
事
業
者

で
す
。
今
後
に
向
け
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の

方
た
ち
が
、
も
っ
と
気
軽
に
、
か
つ
楽
し
み
な

が
ら
市
内
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境

を
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

「
健
康
」や「
観
光
」、「
産
業
振
興
」、「
生
涯
学

習
」な
ど
実
施
目
的
ご
と
別
々
に
実
施
し
て

き
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
有
機
的
に
連

携
さ
せ
、
さ
ら
に
効
果
的
な
も
の
と
し
て
実

施
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

～歩く（ウォーキング）を
キーワードにした交流のまちづくり～

ウォーキングをキーワードにしたまちづくりを進める
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苦
言
提
言 

産
学
官
連
携
で
地
域
の
活
性
化
を
！ 

K
u

g
e

n
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e
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e
n

 
山梨大学副学長 
（前文部科学省研究環境・産業連携課長） 

日
本
は
戦
後
か
ら
1
9
8
0
年
代
ま
で
奇
跡

的
な
経
済
の
復
興
と
繁
栄
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ

れ
を
支
え
た
基
調
は
、「
平
均
的
に
高
い
教
育
水

準
と
勤
勉
性
」、「
横
並
び
、
前
例
主
義
」、「
年
功

序
列
と
終
身
雇
用
」、「
既
存
技
術
・
手
段
の
改

良
」、「
協
調
と
協
力
」、「
護
送
船
団
方
式
」
と
い
っ

た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
に
入
り
、
日
本
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
の
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
冷
戦
の
終
結

に
よ
る
世
界
大
競
争
の
始
ま
り
で
し
た
。
産
業

の
空
洞
化
や
Ｉ
Ｔ
革
命
へ
の
乗
り
遅
れ
と
相
ま
っ

て
、
日
本
経
済
は
活
力
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
時
代
の
日
本
型
社
会

の
シ
ス
テ
ム
の
強
み
が
、
行
き
詰
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

21
世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
も
は
や
真
似

す
る
べ
き
も
の
が
目
の
前
に
な
く
、
進
む
べ
き
用

意
さ
れ
た
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
「
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
時
代
」
と
も
言
え
る
時
代
に
お

い
て
は
、
自
ら
目
標
を
定
め
て
、
創
意
と
工
夫
で
、

道
な
き
と
こ
ろ
に
自
ら
道
を
切
り
拓
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き
た

も
の
は
、
ざ
っ
く
り
言
っ
て
①
地
方
交
付
税
、
②

公
共
事
業
へ
の
補
助
金
、
③
工
場
誘
致
、
④
税
制

の
地
方
特
別
優
遇
措
置
で
し
た
。
戦
後
の
、
い
わ

ゆ
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
手

法
は
非
常
に
効
果
的
に
機
能
し
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
公
共
事
業
へ
の
補
助

金
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
道
路
整
備

を
中
心
と
し
た
「
画
一
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
は
、

国
の
財
政
支
出
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

方
財
政
に
も
負
債
の
増
大
と
い
う
長
期
的
・
構
造

的
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

や
、
公
共
事
業
だ
け
に
依
存
し
た
地
域
経
済
振

興
策
の
効
果
に
限
界
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

今
後
、
地
域
経
済
が
自
立
型
で
、
か
つ
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
手
法

に
加
え
、
地
域
の
人
々
の
持
つ
知
識
と
知
恵
を
最

大
限
活
か
し
、
そ
れ
を
財
産
に
し
つ
つ
新
た
な
豊

か
さ
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
企
業
、
大
学
、
地
方

公
共
団
体
な
ど
の
産
学
官
が
連
携
、
協
力
し
て
、

産
業
や
農
業
の
空
洞
化
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

優
れ
た
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
そ
れ
を
基

に
新
事
業
を
力
強
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
こ
で
は
、
20
年
後
、
30
年
後
と
い
う

中
長
期
な
視
点
に
立
っ
た
政
策
展
開
が
肝
要
と
な

り
ま
す
。

例
え
ば
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業
や
中
小
企
業
が
自

社
製
品
開
発
を
行
う
際
の
環
境（
資
金
・
税
制
面
、

技
術
支
援
面
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
面
な
ど
）
が
日

本
一
整
っ
た
市
や
町
を
目
指
す
と
か
、
燃
料
電
池

自
動
車
の
利
活
用
の
世
界
一
の
モ
デ
ル
都
市
を

目
指
す
と
か
、
健
康
長
寿
社
会
モ
デ
ル
の
世
界

的
研
究
拠
点
を
整
備
す
る
と
か
、
地
域
ご
と
の
特

徴
を
生
か
し
な
が
ら
新
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
実
現
は
、
地
域
に
お
い
て
そ
れ

を
担
う
人
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
産
学
官
の
担
い

手
が
連
携
し
て
、”
日
本
一
、
世
界
一
を
目
指
し

た
具
体
的
な
目
標
を
策
定
し
、
そ
れ
に
一
丸
と

な
っ
て
向
か
う
こ
と
“
が
、
山
梨
県
が
激
動
す
る

内
外
の
環
境
変
化
に
対
応
し
て
、
自
立
的
・
持
続

的
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
キ
ー

（
金
の
鍵
）
だ
と
思
料
し
ま
す
。
産
学
官
連
携
に

よ
り
山
梨
が
更
に
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
本

県
出
身
者
の
一
人
と
し
て
切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。最

後
に
好
き
な
言
葉
を
３
つ
紹
介
い
た
し
ま

す
。

○
現
状
維
持
で
は
後
退
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
米
／
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
）

○
変
化
を
遂
げ
、
環
境
に
適
合
で
き
る
も
の
だ

け
が
生
き
続
け
る
。

（
英
／
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
）

○
悲
観
主
義
者
は
す
べ
て
の
好
機
の
中
に
困
難
を

み
つ
け
る
が
、
楽
観
主
義
者
は
す
べ
て
の
困
難

の
中
に
好
機
を
見
出
す
。

（
英
／
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
）

そ
し
て
私
は
、

○
山
梨
県
人
に
は
逆
境
の
中
か
ら
這
い
上
が
る

力
が
備
わ
っ
て
い
る
。

と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
と
も
に
山
梨
の
更
な
る
活
性
化
に

向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
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の やまなし 

　現在、地方は人口減少や高齢化の進展により厳しい現状におかれている。特に、過疎地域

においては人口減少が顕著であり、深刻な状況に直面している。 

　こうした中、本県では、県をはじめ市町村が山梨の魅力を情報発信するとともに、農山村地域

の活性化、過疎対策と集落の再生等活性化策として、移住や交流を促進する取組みが積極

的に行われている。 

今回の特集では、移住・交流によるまちづくりの取組みを紹介する。 
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本
県
で
は
、
県
民
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
、「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
」
と
思
え
る
よ
う

な
県
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
・
事
業
等
を
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
実
行
し
て
い
く
た
め
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ

山
梨
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
つ
ど

う
・
や
ま
な
し
の
実
現
」
を
掲
げ
、「
や
ま
な
し

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
県
内
外
の
人
々
が
集
う
癒

し
先
進
県
を
つ
く
る
」べ
く
、
観
光
や
二
地
域
居

住
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
二
地
域
居
住
」
と
は
、
都
市
と
地
方
の
両
方

に
生
活
拠
点
を
持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で

す
が
、
本
県
の
二
地
域
居
住
促
進
の
取
り
組
み

は
、「
や
ま
な
し
ラ
イ
フ
推
進
事
業
」
と
し
て
平

成
19
年
度
か
ら
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、「
や
ま
な
し
ラ
イ
フ
」
は
、「
山
梨
県

で
の
快
適
な
田
舎
暮
ら
し
」
を
表
現
し
た
も
の

で
す
。

二
地
域
居
住
の
促
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 
特集 

山
梨
県
観
光
部
観
光
振
興
課 

萩
原
　
憲
二 

 
や
ま
な
し
ラ
イ
フ
の
推
進

1

二
地
域
居
住
の
促
進
に

取
り
組
む
理
由

2

都
市
住
民
の
多
く
が
田
舎
暮
ら
し
を
志
向
し

て
お
り
、
国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、
２
０
０
５

年
の
二
地
域
居
住
人
口
は
、
約
１
０
０
万
人（
都

市
人
口
比：

２
・
５
％
）で
あ
り
、
２
０
３
０
年
に

は
約
１，
０
８
０
万
人（
都
市
人
口
比：

29
％
）に

達
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
都
市
圏
以
外
の
地
域
で
は
、
大
幅

な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
や
二
地
域
居
住
者

の
増
加
を
図
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ

と
は
、
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
行
っ
た
二
地
域
居
住

等
に
関
す
る
調
査
で
は
、
都
会
と
田
舎
を
行
き

来
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
り
、
地
方
へ
家
を
建
て

た
り
し
て
生
ま
れ
る
二
地
域
居
住
の
市
場
規
模

は
、
２
０
０
８
年
時
点
の
約
１
・
５
兆
円
か
ら
、

５
年
後
の
２
０
１
３
年
に
は
約
８
兆
円
に
達
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県
は
、
東
京
か

ら
２
時
間
圏
内
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
た
め
、
都
市
住
民
の
癒
し
の
場
所
、
居

住
場
所
と
し
て
好
適
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
二
地
域
居
住
者
を
本
県
へ
呼
び

込
む
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
各
種
体
験
交
流
活
動
や
田
舎
暮
ら
し

等
の
情
報
検
索
が
一
元
的
に
で
き
る
よ
う
「
富

士
の
国
や
ま
な
し
観
光
ネ
ッ
ト
」
上
へ
、「
グ
リ

ー
ン
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
専
用
サ
イ
ト
を
構
築

し
、
本
県
の
二
地
域
居
住
促
進
の
取
り
組
み
や

市
町
村
の
移
住
・
定
住
情
報
等
を
継
続
的
に
発

信
し
て
い
ま
す
。
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1

情
報
の
提
供
・相

談
窓
口
の
開
設
　
　

東
京
日
本
橋
の
本
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
富
士
の
国
や
ま
な
し
館
」
内
に
「
グ
リ
ー
ン
カ

フ
ェ
や
ま
な
し
」
を
開
設
し
、
市
町
村
が
整
備
し

た
空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報
を
中
心
に
「
や
ま
な
し

ラ
イ
フ
」
に
関
す
る
情
報
を
随
時
提
供
し
て
い
ま

す
。オ

ー
プ
ン
の
平
成
18
年
６
月
か
ら
平
成
21
年

２
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、
延
べ
８
５
７
件

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
約
７
割
が
空
き
家
情
報

に
関
す
る
相
談
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
二
地
域
居
住
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み

3
2

相
談
会
の
開
催

市
町
村
や
不
動
産
関
係
団
体
等
の
職
員
が
、
受

入
地
域
の
情
報
を
直
接
提
供
す
る「
や
ま
な
し
ラ

イ
フ
相
談
会
」を
東
京
日
本
橋
で
開
催
し
、
市
町

村
の
空
き
家
バ
ン
ク
情
報
や
最
新
の
就
職
・
就
農
、

民
間
物
件
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
は
７
月
に
２
日
間
開
催
し
、

平
成
20
年
度
に
は
９
月
に
２
日
間
と
1
月
に
２

日
間
開
催
し
、
計
４
８
０
人
の
参
加
者
を
得
て
、

延
べ
1
、
1
9
5
件
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。
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本
県
で
の
二
地
域
居
住
の
希
望
者
は
、「
や
ま

な
し
ラ
イ
フ
相
談
会
」へ
の
参
加
状
況
な
ど
か
ら

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
本
県
へ
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
住
宅
情
報
の
整
備
・
提
供
や
住
ま
い
の
相

談
体
制
の
構
築
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
市
町
村
や
住
宅
関
連

団
体
・
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
と
協
力
し
て
、「
や
ま

な
し
二
地
域
居
住
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。

協
議
会
で
は
、

・
地
域
の
住
宅
や
土
地
、
農
地
、
空
き
家
等
の

住
ま
い
に
関
す
る
情
報
の
整
備

・
県
産
材
等
を
活
用
し
た
二
地
域
居
住
者
向
け

住
宅
の
開
発

・
電
話
な
ど
に
よ
る
住
宅
相
談
窓
口
の
開
設

・
協
議
会
で
開
発
し
た
住
宅
商
品
の
P
R
や
住
ま

い
の
相
談
、
生
活
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う

相
談
会
の
東
京
日
本
橋
で
の
開
催

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本
県
へ
の

二
地
域
居
住
者
の
誘
導
と
滞
在
の
促
進
を
更
に

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
二
地
域
居
住
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み

4

3

空
き
家
バ
ン
ク
の
整
備
促
進

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家
の
売
買
、
賃
貸

を
希
望
す
る
そ
の
物
件
所
有
者
等
か
ら
申
込
み

を
受
け
た
情
報
を
、
定
住
等
を
目
的
と
し
て
空

き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
提
供
す

る
事
業
で
す
が
、
平
成
20
年
1
月
に
13
市
町
村

1
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「
空
き
家
バ
ン
ク
事

業
市
町
村
事
務
担
当
者
研
究
会
」
等
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
事
業
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
10
市
町
が
当
該
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

4

居
住
体
験
機
会
の
提
供

田
舎
暮
ら
し
の
希
望
者
に
、
本
県
で
暮
ら
す

こ
と
の
良
さ
を
実
際
に
確
認
す
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
市
町
村
が
行
う
田
舎
暮
ら
し
体
験

の
実
践
や
、
そ
の
た
め
の
受
入
体
制
の
整
備
を

補
助
金
の
交
付
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
5
市
町
が
補
助
金
を
受
け
て
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

5

移
動
費
負
担
の
軽
減

二
地
域
居
住
の
阻
害
要
因
と
し
て
大
き
な
も

の
に
、
移
動
費
用
の
負
担
が
あ
り
ま
す
が
、
本

県
で
は
、
こ
れ
に
着
目
し
、
こ
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
地
域
居
住
者
の
本
県
へ

の
誘
導
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
中
日
本
高
速

道
路
と
協
働
し
て
の
高
速
道
路
通
行
料
等
の
支

援
や
、
J
R
と
協
働
し
て
駅
か
ら
の
バ
ス
や
レ

ン
タ
カ
ー
に
よ
る
移
動
費
用
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
二
地
域
居
住
を
始

め
る
方
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

く
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
認
定
し
、
移
動
費
用
の
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
市
町
村
や
農
業
協
同
組
合

等
と
も
連
携
を
図
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
居
住
先
に
お
け
る
支
援
と
し
て
、
26
市
町

村
が
公
共
施
設
の
利
用
優
待
等
の
支
援
を
モ
ニ

タ
ー
へ
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

6

そ
の
他
の
取
り
組
み

（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
及
び

（
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
山
梨
県
本
部
と
は
、

や
ま
な
し
ラ
イ
フ
相
談
会
に
参
加
を
頂
き
、
空

き
家
バ
ン
ク
情
報
だ
け
で
は
不
足
す
る
物
件
情

報
を
提
供
し
て
頂
く
な
ど
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
企
業
や
自
治
体
が
中
心
と
な
り
、
移

住
・
交
流
希
望
者
へ
の
情
報
発
信
、
移
住
・
交
流

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
の
普
及
な
ど
を
行
う
、
全
国
的
な

推
進
組
織
で
あ
る
移
住
・
交
流
推
進
機
構
へ
加

盟
し
、
全
国
の
意
欲
あ
る
企
業
や
自
治
体
と
、

移
住
・
交
流
に
係
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
マ
ー
ケ

ッ
ト
開
拓
、
規
制
緩
和
等
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
国
土
交
通
省
の「
二
地
域
居
住
促

進
モ
デ
ル
事
業
」
に
、
北
海
道
、
福
島
県
、
長
野

県
と
と
も
に
本
県
を
選
定
し
て
頂
き
、
全
国
に

向
け
て
二
地
域
居
住
先
進
県
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
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社
会
構
造
の
変

化
に
よ
る
都
市
部

へ
の
人
口
流
出
と

少
子
化
が
加
速
し
、

県
内
自
治
体
の
多

く
は
人
口
減
少
に

転
じ
て
お
り
、
将

来
も
継
続
し
た
減

少
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
一
方
、
著
し
く

経
済
状
況
が
低
迷

す
る
昨
今
に
お
い

て
も
、「
田
舎
暮
ら

し
」
や
「
自
然
志
向
」

の
要
求
は
根
強
く
、

都
会
か
ら
田
舎
へ

移
り
住
む
、
あ
る
い

は
、
都
市
に
生
活

の
本
拠
を
置
き
つ
つ

「
田
舎
暮
ら
し
」
を

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
推
進
と
制
度
確
立 

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
調
査
研
究
会 

ワ
ー
キ
ン
グ 

グ
ル
ー
プ
事
務
局 

（
南
ア
ル
プ
ス
市
企
画
部
政
策
秘
書
課
政
策
研
究
担
当
） 

特集 

保
坂
　
久 

（
甲
府
市
、山
梨
市
、韮
崎
市
、 

 

南
ア
ル
プ
ス
市
、北
杜
市
、甲
州
市
共
同
設
置
） 

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

現
状
と
課
題

1
課
題
を
共
有
す
る
各
市
町
村
の
担
当
者
が
、

事
業
に
係
わ
る
問
題
や
ケ
ー
ス
な
ど
、
情
報
を

共
有
し
、円
滑
で
有
効
な
事
業
運
営
の
た
め
に
、

平
成
19
年
度
に
県
内
の
15
市
町
村
団
体
が
担
当

6
市
に
よ
る
調
査
研
究
の

取
り
組
み

2

行
う
「
二
地
域
居
住
」
の
人
々
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
手
軽
に
田
舎
暮
ら
し
が
実
現
で

き
る
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
な
ど
に
は
、
定

員
を
大
幅
に
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
田
舎
志

向
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
の

自
治
体
で
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
ほ
か
、

都
市
部
の
人
々
の
田
舎
志
向
に
合
わ
せ
た

様
々
な
交
流
や
定
住
促
進
の
施
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
自
治
の
風
」
22
号
の
特
集
2
「
定
住
促
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
で
山
梨
市
の
磯
村
氏
が
詳

し
く
記
述
し
て
い
ま
す
の
で
詳
細
は
割
愛
し

ま
す
が
、
都
市
住
民
の
田
舎
暮
ら
し
を
実
現

し
、
地
方
の
財
産
で
あ
る
空
き
家
の
有
効
活

用
を
図
り
、
な
お
か
つ
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
事
業
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
は
、
平
成
19
年
度
に
富
士
河
口
湖

町
と
山
梨
市
が
事
業
を
開
始
し
、
平
成
20
年

度
に
は
7
市
4
町
が
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
の

資
産
を
扱
う
難
し
さ
と
経
験
不
足
に
よ
り
、

個
々
の
自
治
体
が
試
行
錯
誤
を
し
て
お
り
、

様
々
な
運
用
形
態
な
ど
、
県
内
の
空
き
家
物

件
を
比
較
検
討
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
決
し
て
使
い
や
す
い
仕
組
み

と
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

事
業
の
進
行
に
伴
い
登
記
や
相
続
、
境
界
と

い
っ
た
不
動
産
の
知
識
や
経
験
の
不
足
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
も
課
題
と
し
て
あ
り

ま
す
。
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者
の
研
究
会
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
発
起
人

と
な
っ
た
甲
府
市
、
山
梨
市
、
韮
崎
市
、
南
ア

ル
プ
ス
市
、
北
杜
市
、
甲
州
市
の
6
市
が
「
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
調
査
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
課
題
を
研
究
す
る
た
め
に
平

成
20
年
度
「
移
住
･
交
流
受
入
シ
ス
テ
ム
支
援

事
業
助
成
」（
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
）
を
利
用
し
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
調
査
研

究
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
次

の
3
つ
で
す
。

1

事
業
推
進
に
つ
な
が
る

空
き
家
の
実
態
把
握
の
検
討

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
都
市
住
民
の

田
舎
志
向
に
よ
り
、
多
く
の
利
用
希
望
者
を
募

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
肝
心
の
空
き
家
物

件
の
登
録
が
少
な
く
、
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い

現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
の
空
き
家
の
状
況

に
つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
課
題
と
方

策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

2

広
域
的
な
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

確
立
の
た
め
の
調
査
研
究

利
用
希
望
者
の
大
部
分
が
県
外
者
で
あ
る
こ

と
を
前
提
に
、
よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と

す
る
た
め
に
、
将
来
の
一
元
化
の
可
能
性
を
踏

ま
え
、
県
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
実
施
団
体

が
連
携
し
、
事
業
の
標
準
化
を
進
め
る
た
め
に

参
考
と
な
る
要
綱
や
手
順
を
作
成
し
ま
し
た
。

3

登
録
物
件
の
確
保
を
目
指
し
た

普
及
啓
発
活
動

切
実
な
物
件
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
地

域
や
所
有
者
に
向
け
制
度
の
理
解
を
図
る
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
聞
等
へ
の
掲
載
に
よ
り
多
く
の
人
々
に
制
度

の
趣
旨
や
仕
組
み
を
周
知
す
る
効
果
も
見
込
み

ま
し
た
。

6
市
で
行
っ
た
調
査
研
究
の

内
容
と
課
題

3

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
調
査
研
究
会
で
は
、
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
6
市
の
担
当
者

が
、
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
会
議
を
行
い
協
議

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
関
係
市
町
村

と
の
意
見
交
換
や
、
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

な
ど
か
ら
情
報
収
集
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容

や
方
針
に
基
づ
き
、
業
務
委
託
先
で
あ
る
シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
取
り
ま
と
め
や
事
業
の
具
体

化
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

1

事
業
の
推
進
に
つ
な
が
る
、

空
き
家
の
実
態
の
検
討

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
推
進
に
は
地
域
住
民

が
、
こ
の
事
業
は
地
域
の
存
続
・
活
性
化
の
た

め
の
施
策
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
移
住
者
の

受
入
れ
や
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

移
住
者
は
、
未
知
の
土
地
で
の
新
し
い
生
活

に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
受
け
入
れ
る
地
域
の

人
々
か
ら
、
生
活
や
営
農
な
ど
、
移
住
者
の
生
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＊
一
元
化
の
必
要
性
に
つ
い
て

現
在（
平
成
21
年
1
月
）、
県
内
で
、
7
市（
従

前
の
6
市
に
加
え
、
大
月
市
）4
町
（
富
士
河
口

湖
町
、
身
延
町
、
南
部
町
、
早
川
町
）が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
形
態
で
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

活
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
で
、
不
安
が
解
消

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
自
治

体
が
P
R
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
率

の
向
上
、
移
住
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
事
業
の
趣
旨
を
伝
え
、
地
域

住
民
の
意
識
を
啓
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
絶
対
数
の
小
さ
い
空
き
家

バ
ン
ク
等
の
移
住
者
に
対
し
て
、
そ
の
周
囲
の

地
域
住
民
の
意
識
に
頼
っ
た
サ
ポ
ー
ト
に
、
す

べ
て
を
期
待
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
移
住
し

て
来
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
等
の
取
り
組
み
を
行
う

N
P
O
な
ど
の
市
民
団
体
と
連
携
し
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

2

広
域
的
な
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

確
立
の
た
め
の
調
査
研
究

空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
確
立
の
た
め
、
ま
た

将
来
の
一
元
化
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
「
標
準
要
綱
」
と
手
順
を
記
し
た

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
標
準
要
綱

は
、
実
施
団
体
が
要
綱
を
定
め
る
時
に
参
考
に

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
一
元
化
を
円
滑
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
6
市
の
経
験
を
持
ち
寄

り
、
県
外
の
先
進
事
例
や
事
業
実
施
団
体
担
当

者
等
の
声
を
参
考
に
、
出
来
る
だ
け
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
な
い
よ
う
な
内
容
と
し
ま
し
た
。

財
産
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
は
深
刻
で
、
発
生

し
た
場
合
の
当
事
者
の
負
担
は
も
と
よ
り
、
事

業
全
体
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
で
は
、
極
力
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
し
な

い
運
営
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
交
渉
の
段
階
で
は
、
利
用
者
は
以
前

に
別
の
自
治
体
で
交
渉
し
た
経
験
を
持
つ
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
交
渉
手
順
が
異
な
る
と

混
乱
が
生
じ
る
場
合
も
予
想
さ
れ
ま
す
。「
マ
ニ

ュ
ア
ル
」で
は
、
県
内
ど
こ
の
自
治
体
の
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
も
、
同
様
の
手
順
や
サ
ー

ビ
ス
が
保
た
れ
る
よ
う
、
物
件
所
有
者
と
利
用

者
、
行
政
と
媒
介
業
者
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。
手
順
ご
と
の
注
意
点
や
業
務
内

容
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
り
業
務
を
す
す
め
る
こ

と
で
、
不
慣
れ
な
担
当
者
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な

事
務
や
手
続
き
を
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
資
料
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
情
報
の
標
準
様
式
や
、
将
来
の
情
報
管
理（
一

元
管
理
）や
提
供
方
法
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
し
、

空
き
家
情
報
の
み
な
ら
ず
、
移
住
に
必
要
な
あ

る
い
は
関
心
の
あ
る
情
報
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
窓
口
組
織
か
ら
提
供
す
る
形
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
調

査
研
究
に
専
門
家
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
た
、

財
団
法
人
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
事
務

局
か
ら
も
多
く
の
助
言
を
頂
き
反
映
い
た
し
ま

し
た
。
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＊
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
は
個
人
の
財
産
を
扱
う
た

め
、
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
周
到
な
手
順
が

必
要
で
す
。
研
究
会
で
は
、
正
確
で
適
正
な
手

続
き
に
よ
り
、
空
き
家
の
提
供
者
と
利
用
者
の

権
利
を
保
護
し
、
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
る
た

め
、
不
動
産
業
者
等
の
専
門
家
が
仲
介
し
て
交

渉
を
行
う
「
間
接
型
」
の
空
き
家
バ
ン
ク
が
望

ま
し
い
と
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
物
件
の
所

有
者
と
不
動
産
業
者
と
が
専
任
媒
介
契
約
を
行

い
、
媒
介
者
は
契
約
時
の
重

要
事
項
説
明
の
必
要
性
か
ら
、

不
動
産
の
情
報
、
例
え
ば
登

記
関
係
、
隣
地
境
界
、
建
替

え
の
制
限
、
相
続
関
係
な
ど

を
調
査
す
る
た
め
、
物
件
の

確
実
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
対
し
て
、
物

件
所
有
者
と
利
用
者
が
直
接

交
渉
し
契
約
を
結
ぶ
「
直
接

型
」
の
場
合
に
は
、
物
件
登

録
時
の
調
査
が
、
不
動
産
の

専
門
家
が
不
在
の
た
め
、
十

分
に
調
査
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
、
思
い
込
み
や
誤
解

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。「
直
接
型
」
で
は
要

綱
等
で
自
治
体
は
関
与
し
な

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
情
報

を
提
供
し
た
立
場
と
し
て
無

関
係
を
通
す
こ
と
は
困
難
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

媒
介
者
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

に
つ
い
て
自
治
体
と
の
協
力
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
担
保
す
る
方
法
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
複
数
の
協
会
や
単
独
の
業

者
が
活
動
す
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
仲
介
す

る
業
者
を
制
限
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
何
ら
か

の
配
慮
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

移住希望者 

一元管理 
ポータルサイト 
窓口組織 

情報提供 

B 市 

空き家 
物件情報 

就職支援 

観　光 

教　育 

農地・ 
就農支援 

医療・福祉 

A 市 
C 市 D 市 

※6市では、宅建協会と協定をむすんでおり、契約交渉については次の2通りの型から、 
　空き家の提供者が選択する。 

直接型…契約交渉を、所有者・希望者双方で直接行う方法 
間接型…宅建協会に、契約交渉の媒介を依頼し、行ってもらう方法 

業務協定 市 社団法人 山梨県宅地建物取引協会 
※以下「宅建協会」という 

市に代わって媒介業務を行う 業務 
内容 

○事業の流れ（間接型の場合） 

募　集 

申し込み 
登録 

現地調査 

連絡調整 
契約交渉 

情報提供 

問い合わせ 
登録 

見学相談 
申し込み 

連絡調整 
契約交渉 

市 

宅建 
協会 

協定 

空
き
家
の
提
供
者
（
貸
し
主
・
売
り
主
） 

空
き
家
の
利
用
希
望
者
（
借
り
主
・
買
い
主
） 

都
市
住
民
が
、
山
梨
県
内
で
空
き
家
バ
ン
ク

を
利
用
し
た
い
場
合
、
現
状
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
に
利
用
者
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

物
件
の
情
報
も
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
か
ら
提
供

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
利
用
者
に
と
っ

て
は
、
わ
ず
ら
わ
し
い
状
態
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

熊
本
県
や
広
島
県
な
ど
、
県
な
ど
が
空
き
家
バ

ン
ク
の
県
内
情
報
を
一
元
化
し
て
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
す
る
自
治

体
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
本
県
で
も
情
報
の
一

元
化
や
登
録
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
シ
ス
テ

ム
の
利
便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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今
回
、
6
市
が
共
同
で
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度

確
立
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
空
き
家
バ
ン

ク
を
実
施
す
る
自
治
体
や
団
体
が
、
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
参
考
と
出
来
る
よ
う
、
標
準

的
な
要
綱
案
や
業
務
フ
ロ
ー
、
情
報
の
提
供
方

法
な
ど
に
ま
と
め
ま
し
た
。
不
完
全
な
箇
所
も

多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
近
い
将
来
の
空
き
家
バ
ン
ク
一
元
化
に

向
け
、
関
係
者
や
こ
れ
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
を

実
施
さ
れ
る
団
体
等
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
調
査
研

究
の
成
果
を
参
考
に
し
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。

県
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
実
施
団
体
の
情
報
が
、

ひ
と
つ
の
窓
口
か
ら
提
供
さ
れ
、
使
い
や
す
い
シ

ス
テ
ム
と
な
り
、
地
域
主
体
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
う
こ
と
で
、
移
住
・
交
流
者
が
安
心
し
て
、

地
域
に
流
入
し
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
流
入
後
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
の

た
め
に
も
、
今
後
は
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
、

N
P
O
な
ど
と
の
連
携
を
探
り
な
が
ら
、
受
け

入
れ
態
勢
を
確
立
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
調
査
研
究
事
業
を
取
り
ま
と
め
事
業

報
告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
誌
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
、
事
業
報
告
書
が
6
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
て
公
表
さ
れ
て
い
る
予
定
で
す
。
調

査
研
究
事
業
の
詳
細
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

4

3

登
録
物
件
の
確
保
を
目
指
し
た

普
及
啓
発
活
動

昨
年
12
月
南
ア
ル
プ
ス
市
櫛
形
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
普
及
促

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
2
1
8
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
こ
の
企
画
で
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
推
進
に
課
題
と
な
る
物
件
の

確
保
と
地
域
の
受
入
態
勢
の
醸
成
を
目
的
に
絞

り
、
地
域
関
係
者
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
や

意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。内

容
は
、「
基
調
講
演
」、「
制
度
紹
介
」、「
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
三
部
構
成
と
し
、
作

家
の
立
松
和
平
さ
ん
に
「
故
郷
を
見
つ
け
よ
う
」

と
題
し
て
、
地
方
の
価
値
を
認
識
し
、
都
市
部

か
ら
の
交
流
を
親
身
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大

切
で
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
と
の
お
話
し
を

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
都
市

部
か
ら
程
近
い
山
梨
の
魅

力
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時

に
、
受
け
入
れ
態
勢
の
拡
充

を
求
め
ら
れ
、
山
梨
県
を
一

つ
の
単
位
と
し
た
情
報
の
一

元
化
や
、
N
P
O
法
人
な
ど

の
民
間
が
主
体
と
な
っ
た
事

業
展
開
な
ど
を
提
案
し
、
ま

と
め
と
し
ま
し
た
。

後
日
、
広
く
県
内
住
民
へ

周
知
す
る
た
め
、
地
元
紙
で

あ
る
山
梨
日
日
新
聞
に
採

録
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
告
知
や

採
録
記
事
な
ど
の
新
聞
掲
載

に
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
目

に
触
れ
る
こ
と
と
な
り
、
事

後
は
問
い
合
わ
せ
が
増
加
す

る
な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
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空き家バンク　事務手順（案） 

行政担当者 
の業務 物件提供者 行　政 宅建業者 利用希望者 

物件登録受付 
（申請内容・添付書類等の審査） 

日程調整 
（物件提供者・宅建業者に） 

現地調査 
（三者出席が望ましい） 

登録完了届作成 
（提供者へ通知） 

物件登録 
（ＨＰ等で公開） 

利用登録受付 
（申請内容・添付書類等の審査） 

利用登録 
（利用希望者へ通知） 

問い合わせ対応 

見学申込受付 
（書類確認） 

日程調整 
（利用希望者・宅建業者に） 

現地見学 
（三者出席が望ましい） 

利用申込受付 
（書類確認） 

媒介協力依頼 
（依頼書を作成、宅建業者へ） 

物件情報変更 
（「交渉中」等表示を変更） 

物件情報変更 
（結果報告を受けて情報処理） 

フォローアップ 
（移住者の相談などを受ける） 

成　　約 

手 続 き 全 体 の 流 れ  

物件登録申請 受　　付 

（日程調整） 

利用登録申請 

利用開始 

問い合わせ・相談 

現地見学申込 

（日程調整） 

利用申込書提出 

物件交渉 

物件の相談 

その他の相談 

（日程調整） 

物件交渉準備 

物件交渉 

結果報告 

相談対応 

※参　照 

物件確認・図面等作成 

登録完了書 

利用登録・通知 

物件登録・情報提供開始 

受　　付 

受　　付 

受　　付 

媒介協力依頼 

提供情報変更処理 

相談対応 

対　　応 

現地調査日程調整 
（物件提供者・宅建業者に） 

現地見学日程調整 
（移住希望者・宅建業者に） 

（日程調整） 

申請物件の現地調査 

現地見学 

成　　約 

登録完了 

物件交渉 

物件の相談 

その他の相談 
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平
成
17
年
3
月
に
山
梨
市
、
牧
丘
町
、
三

富
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
「
山
梨
市
」は
、

山
梨
県
の
北
東
部
、
甲

府
盆
地
の
東
部
に
位
置

し
、
国
道
1
4
0
号
等

を
通
じ
て
埼
玉
県
や
長

野
県
へ
つ
な
が
る
北
の
玄

関
口
と
し
て
、
ま
た
、
J

R
中
央
線
、
中
央
自
動

車
道
、
国
道
20
号
を
通

じ
て
首
都
圏
の
1
0
0

km
圏
内
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

本
市
は
、
年
間
を
通

し
て
温
暖
な
気
候
に
恵

ま
れ
、
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

る
北
部
の
山
々
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
自
然

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

春
は
新
緑
と
平
地
一
面

に
広
が
る
桃
の
花
、
夏

は
清
流
笛
吹
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
渡
る
涼
し
い

風
と
ヤ
マ
メ
や
鮎
、
秋
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
周

囲
の
山
々
な
ど
、
四
季
折
々
の
す
ば
ら
し
い

自
然
が
実
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
、
ぶ
ど
う
、
桃
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
、
梨
、
柿
な
ど
の
豊
富
な
く
だ
も
の
、

「
新
日
本
三
大
夜
景
」
や
「
恋
人
の
聖
地
」
に
も

選
定
さ
れ
た
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
、「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ
「
日
本
の
滝
百

選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
西
沢
渓
谷
、
国

宝
・
清
白
寺
仏
殿
、
重
要
文
化
財
の
窪
八
幡
神

社
、
中
牧
神
社
、
大
嶽
山
那
賀
都
神
社
、
室
伏

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
財
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
の

中
に
、
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
地
域
で
す
。

は
じ
め
に

1

「
移
住
・
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」 
特集 

山
梨
市
総
合
政
策
課 

磯
村
　
賢
一 
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人口の推移 

36000

37000

38000

39000

40000

41000

42000

43000

44000

昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 

43,434

40,016

38,748

39,330 39,142 39,482 39,257
39,521

39,746

38,686

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2年 平成 7年 平成12年 平成17年 

8.4

9.8 11.1
12.5 14.0

15.5 17.8

20.3

22.5 25.1

若年者比率 高齢者比率 

（人） 

（％） 

（資料：国勢調査）

本
市
の
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
荒
れ
た
田
畑
・
空
き
家

の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を
超
え
る

高
齢
化
進
行
地
域
で
は
、
集
落
機
能
の
著
し
い

低
下
や
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
後
継
者
不

足
、
荒
廃
農
地
、
空
き
家
の
増
加
が
顕
著
で
、

山
林
な
ど
の
地
域
資
源
管
理
が
不
十
分
と
な

り
、
今
後
、
多
面
的
機
能
（
国
土
保
全
、
水
源

涵
養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
）の
発
揮
に
も
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
梨
市
の
課
題

2
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地
域
の
魅
力
と
特
性
を
生
か
し
て

3

”
本
市
の
魅
力
と
地
域
特
性
を
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。“

本
市
で
は
、
市
の
第
1
次
総
合
計
画
の
将
来
像

で
あ
る
「
人
・
地
域
・
自
然
が
奏(

か
な)

で
る

和(

な
ご)

み
の
ま

ち

山
梨
市
」
の
実

現
を
図
る
た
め
、

住
ん
で
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
住
み

良
い
環
境
を
目
指

し
て
、
地
域
特
性

を
生
か
し
な
が

ら
、
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
整

備
、
市
内
雇
用
の

創
出
、
都
市
住
民

と
の
交
流
促
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中

で
、
近
年
「
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
」
と
い

う
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、「
田

舎
暮
ら
し
」
や

「
自
然
志
向
」
と
い

っ
た
考
え
方
の
中
で
、
田
舎
で
の
生
活
が
見
直

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
U
・
J
・
I
タ
ー
ン
な
ど
都
会

か
ら
田
舎
に
移
り
住
む
人
た
ち
が
、
全
国
的
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
も
、
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
大
都
市
部
か
ら
地

方
へ
の
移
住
や
交
流
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
都
会
に
住
む
人
た
ち
の
「
田
舎

で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
新
た
な
生
活
志
向
を

捉
え
、
そ
の
た
め
の
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
魅
力
的
な

生
活
環
境
を
有
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
か
ら

1
0
0
km
圏
内
、
電
車
、
車
で
90
分
余
り
と
い

う
立
地
条
件
に
あ
り
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る

人
た
ち
の
定
住
先
と
し
て
、
有
利
な
条
件
を
備

え
て
い
ま
す
。

都
会
か
ら
の
移
住
者
が
本
市
に
住
む
こ
と

は
、
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、

山
間
地
に
お
け
る
空
き
家
対
策
、
遊
休
農
地
の

活
用
な
ど
、
過
疎
化
等
に
伴
う
課
題
解
決
や
、

都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
も

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
豊
か
な
経
験
や
知
識
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
産
業
振
興
の
分
野
な
ど
で
活

用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、

定
住
促
進
事
業
を
市
の
主
要
施
策
と
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
平
成
18
年
９
月
に
、

市
内
の
空
き
家
解
消
を
目
的
と
し
た
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
制
度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
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最
近
で
は
、
若
い
年
齢
層
の

移
住
者
も
。

現
在
ま
で
の
成
約
者
の
状
況
を
分
析
す
る

と
、
60
代
が
42
・
9
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

30
代
の
21
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、若
い
世
代
の
移
住
者
が
多
く
、

就
農
希
望
者
か
ら
の
物
件
相
談
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

地
域
的
に
は
、
首
都
圏
、
関
東
地
域
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
県
内
者
の
成
約
率
も

32
・
1
％
と
全
体
の
1
／
3
を
占
め
て
い
ま
す
。

売
却
物
件
又
を
見
る
と
、
賃
貸
物
件
の
割
合

が
60
・
7
％
と
な
り
、
と
り
あ
え
ず
山
梨
市
に

住
み
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
経
験
す
る
中
で
、

本
格
的
に
移
住
先
を
決
め
た
い
と
い
う
人
も
い

ま
す
。

ま
た
、
最
近
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、

若
い
世
代
の
方
々
の
移
住
で
す
。
既
に
30
代
の

移
住
者
の
中
に
は
、
1
人
で
70
ア
ー
ル
の
葡
萄

園
を
手
掛
け
て
い
る
人
や
、
複
数
世
帯
で
、
畑

や
葡
萄
園
を
耕
作
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

移
住
者
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
成
約
が
、
空
き
家
と
遊
休
農
地
の
解
消

に
貢
献
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
や
市

と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
成
約
状
況

5

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し

て
、
山
梨
市
民
と
都
市
住
民
の
交
流
拡
大
及
び

定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
空
き
家
の
所
有

者
で
、
賃
貸
若
し
く
は
、
売
却
を
希
望
す
る
方

か
ら
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
物
件
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
空
き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
方
に
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

と
業
務
協
定
を
締
結
し
、
市
に
代
わ
っ
て
、
宅

地
建
物
取
引
業
法
に
基
づ
い

た
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

宅
建
協
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
相

談
業
務
、
安
心
で
ス
ム
ー
ズ

な
手
続
き
が
可
能
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
、
登
録
物
件
の

確
保
と
成
約
件
数
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
、
他
市
町

村
、
宅
建
協
会
や
N
P
O
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
促

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

制
度
開
始
か
ら
3
年
目
を

迎
え
た
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
時
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
対
す

る
認
識
不
足
と
先
祖
か
ら
受

け
継
い
だ
土
地
や
家
屋
を
手

放
す
と
い
う
こ
と
が
地
域
で

○山梨市「空き家バンク」手続きフロー 

募　集 

申し込み 
登録 

現地調査 

情報提供 

問い合わせ 
登録 

見学・相談 
申し込み 

連絡調整 
契約交渉 

山梨市 

宅建 
協会 

協定 

空
き
家
の
提
供
者
（
貸
し
主
・
売
り
主
） 

空
き
家
の
利
用
希
望
者
（
借
り
主
・
買
い
主
） 

連絡調整 
契約交渉 

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

4
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

物
件
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
市
民
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
や
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
C

A
T
V
な
ど
に
よ
る
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
宅
建
協
会
の
協
力
を
い
た
だ
く

中
で
、
物
件
の
確
保
を
最
優
先
に
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
当

初
4
件
し
か
登
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
物
件
も

延
べ
64
件
を
数
え
、
最
近
で
は
、
物
件
所
有
者

か
ら
「
売
り
た
い
」、「
貸
し
た
い
」
と
い
っ
た
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
成
約
物
件
も

28
件
と
な
り
、
着
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
物
件
を
求
め
市
に
登
録
す
る
希
望

者
は
3
5
0
人
を
超
え
て
い
る
た
め
、
ま
だ
ま

だ
物
件
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
現
状

で
も
、
物
件
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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経
済
波
及
効
果

6

市
で
は
、
制
度
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、

移
住
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
試
算
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
１
年
間
に
20
世
帯
、
５
年
間

で
1
0
0
世
帯
が
移
住
し
た
場
合
の
経
済
波
及

効
果
は
、
20
年
間
で
、
62
・
3
億
円
に
な
り
、

行
政
収
支
に
つ
い
て
は
、
20
年
間
で
、
収
入
＝

5
億
円
、
支
出
＝
0
・
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
済
効
果
額
は
県
全
体
を
捉
え
た
も
の

で
す
が
、
本
市
に
と
っ
て
も
、
移
住
に
よ
る
人

口
、
世
帯
数
の
増
加
は
、
移
住
者
や
二
地
域
居

住
者
の
も
と
へ
訪
れ
る
親
族
、
友
人
な
ど
の
消

費
活
動
も
含
め
る
と
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

定
住
促
進
事
業
の
P
R
に
よ
る
来
訪
者
、
空
き

家
の
見
学
会
参
加
者
、
移
住
者
宅
へ
訪
れ
る

人
々
に
お
け
る
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
た

め
、
今
後
も
、
他
の
分
野
と
関
連
付
け
た
事
業

促
進
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

7

本
市
に
お
け
る
移
住
・
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
依
存
型
か

ら
、
相
互
理
解
の
う
え
に
立
っ
て
市
民
や
N
P

O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
な
ど
様
々
な
団
体
や

組
織
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
知
識
や
能
力

を
持
ち
寄
り
、
共
に
汗
を
流
す
「
協
働
」
の
考

え
方
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
協
働
に
関
す
る
考
え
方
を
明
確
に
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
市
民
組

織
、
N
P
O
団
体
な
ど
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
企
画

立
案
か
ら
事
業
実
施
ま
で
幅
広
い
分
野
で
協
働

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
中
心
的
な
事
業
と
し

て
進
め
て
き
た
本
市
の
定
住
促
進
施
策
は
、
東

京
を
拠
点
と
し
て
全
国
で
ふ
る
さ
と
回
帰
運
動

を
展
開
す
る
「
認
定
N
P
O

ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
」
や
市
内
N
P
O
法
人
な
ど
の
提

案
を
受
け
、
市
や
宅
建
協
会
、
地
元
住
民
の
連

携
に
よ
る
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど

も
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
住
民
や
民
間
、
N
P
O
団
体
な

ど
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
事
業
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
整
え
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
山
梨
市
で
の
生
活
を
体
験
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成約件数 年　　代 住　　所 売却・賃貸 生活スタイル 

28 20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代 

東京都 

千葉県 

埼玉県 

神奈川県 

茨城県 

三重県 

山梨県 

売却 

賃貸 

移住 

二地域居住 

1 

6 

4 

3 

12 

1 

1

7 

1 

3 

6 

1 

1 

9

11 

17

18 

10

3.6％ 

21.4％ 

14.3％ 

10.7％ 

42.9％ 

3.6％ 

3.6％ 

25.0％ 

3.6％ 

10.7％ 

21.4％ 

3.6％ 

3.6％ 

32.1％ 

39.3％ 

60.7％ 

64.3％ 

35.7％ 

20代 ■ 30代 ■ 賃貸 ■ 売却 ■ 
移住 ■ 二地域居住 ■ 40代 ■ 

80代 ■ 

50代 ■ 東京都 ■ 千葉県 ■ 埼玉県 ■ 神奈川県 ■ 

茨城県 ■ 三重県 ■ 山梨県 ■ 60代 ■ 70代 ■ 

3.6% 

3.6% 

3.6% 
10.7% 

25.0% 

21.4% 

32.1% 

64.3% 

35.7% 

60.7% 

39.3% 

3.6% 
3.6% 

3.6% 

21.4% 

14.3% 

10.7% 

42.9% 
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町
の
紹
介

1

富
士
河
口
湖
町
は
、
山
梨
県
の
南
東
部
に
あ

り
、
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
富
士
山
の
北
麓

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
富
士
河
口
湖
町
は
、
平
成
15
年
11
月

15
日
に
、
河
口
湖
町
・
勝
山
村
・

足
和
田
村
の
１
町
２
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
18
年
３
月
に
は
上
九
一
色
村
南

部
が
編
入
合
併
し
、
２
度
の
合
併

を
経
て
お
り
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
に
は
、
富
士
五

湖
の
４
湖
、
河
口
湖
・
西
湖
・
精

進
湖
・
本
栖
湖
が
あ
り
、
富
士
山

の
裾
野
に
は
開
け
た
青
木
ヶ
原
原

生
林
と
富
士
ヶ
嶺
高
原
が
広
が

る
、
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

と
て
も
美
し
い
町
で
す
。
冬
季
は

冷
え
込
み
ま
す
が
、
夏
季
は
涼
し

く
過
ご
し
や
す
い
た
め
、
四
季

折
々
の
美
し
い
豊
か
な
自
然
を
求

め
て
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お

り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
も
訪
れ
、
国

際
観
光
地
と
し
て
年
間
通
じ
て
賑
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

〔河口湖ハーブフェスティバル〕紫色のラベンダーが匂うように

咲き誇る、一大イベント。

富
士
河
口
湖
町
「
定
住
促
進（
支
援
）事
業
等
の
取
り
組
み
」 
特集 

 富
士
河
口
湖
町
企
画
課 

渡
辺
　
　
誠 

〔西湖いやしの里根場〕富士山を仰ぐ展望地に建ち並ぶ茅葺屋

根。富士河口湖町の新名所。

富士五湖の中でも「静」の印象を持つ精進湖・本栖湖。また、広大な牧草地帯が広がる富士ヶ嶺エリア（写真＝精進湖・富士ヶ嶺高原）。

富士山の麓に位置する「富士河口湖町」
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定
住
促
進
の
施
策

（
Ｉ
Ｊ
Ｕ
計
画
）の
取
り
組
み

2

空
き
家
情
報

3

富
士
河
口
湖
町
は
立
地
条
件
が
よ
く
、
何
と

い
っ
て
も
首
都
圏
か
ら
1
0
0
km
圏
内
に
位
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
魅
力
的
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
首
都
圏
と
の
二
地
域
居

住
も
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
新
宿
か
ら
中
央
高

速
バ
ス
で
95
分
、
自
家
用
車
の
場
合
、
中
央
自

動
車
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
八
王
子
か

ら
60
分
で
移
動
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
鉄
道
で

は
富
士
急
行
線
が
乗
り
入
れ
る
た
め
、
日
帰
り

で
も
首
都
圏
ま
で
十
分
移
動
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
こ
の
他
に
「
医
療
機
関
と
生
活
用
品

店
」
も
充
実
し
て
お
り
、
総
合
医
療
病
院
や
24

時
間
受
け
入
れ
可
能
な
救
急
施
設
、
ま
た
、
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
始
め
日
常
生
活

用
品
店
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
は
観
光
地
と
い
う
点
か
ら
、

元
々
人
の
出
入
り
が
多
い
土
地
柄
で
も
あ
り
、

地
域
の
人
々
の
姿
勢
が
柔
軟
で
親
切
な
の
も

大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
訪
れ
た
方
々
が
快
適
な

居
住
と
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
一
つ
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、

将
来
人
口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
は
定
住
人
口
の

増
加
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
少
子
化
と
同
時
に
、
年
々
増
加
し

つ
つ
あ
る「
空
き
家
」に
つ
い
て
も
有
効
活
用
し
、

居
住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
施
策
の
展
開
と

し
て
、「
定
住
促
進
の
施
策
（
I
J
U
計
画
）」
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

成
約
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で「
空
き
家
情
報
」へ
の
問
い
合
わ
せ

は
と
て
も
多
く
、平
成
18
年
度
は
約
1
6
0
件
、

平
成
19
年
度
は
約
2
1
0
件
、
平
成
20
年
度
も

こ
れ
ま
で
2
4
0
件
を
超
え
る
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
約
件
数
は
こ
れ
ま
で
約

15
件
あ
り
ま
す
。
成
約
者
は
、
都
心
か
ら
近
い

こ
と
か
ら
二
地
域
居
住
と
し
て
週
末
利
用
さ

れ
る
方
や
、ご
夫
婦
で
完
全
に
本
町
へ
移
住
し
、

家
庭
菜
園
や
写
真
撮
影
な
ど
趣
味
を
楽
し
ん

だ
り
、近
所
付
き
合
い
も
積
極
的
に
す
る
な
ど
、

本
町
で
の
生
活
に
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
で
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
空
き
家
情
報
」
を
掲

載
し
随
時
紹
介
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
物
件

が
あ
っ
た
際
は
見
学
も
可
能
で
す
。
町
で
は
、

「
空
き
家
所
有
者
」
と「
空
き
家
利
用
希
望
者
」

の
間
に
入
り
、
空
き
家
の
紹
介
及
び
現
地
案
内

ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
契
約

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
と
利
用
希
望
者
の
当
事

者
間
で
納
得
い
く
ま
で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、

〔空き家〕
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近
年
で
は
、
多
く
の
自
治
体
が
競
争
の
よ

う
に
移
住
の
受
け
入
れ
施
策
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
富
士
河
口
湖
町
は
都
心
か
ら
90
分

で
通
え
る
立
地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
二
地
域

居
住
を
希
望
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
空
き
家
住
ま
い
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
そ
の
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、
や
が
て

地
域
に
愛
着
を
持
ち
気
に
入
っ
て
も
ら
い
永
住

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
定
住

促
進
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
が

必
要
な
点
が
多
々
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

今
後
進
め
て
い
く
上
で
、
一
層
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・ 住宅建設用地の造成、住宅団地内道路舗装に対する助成金 

種　別 助成金額 

住宅建設用地の造成に対する助成金 
 
住宅団地内道路舗装費に対する助成金 

（1,000円/g×分譲用地面積×1/2） 
１団地４０万円を限度 

（5,000円/g×舗装面積×1/2） 
１団地４０万円を限度 

・ 大規模住宅建設用地の造成、大規模住宅団地内道路舗装費に対する助成 

種　別 奨　励　金 

大規模住宅建設用地の造成に対する助成 
（1,000円/g×分譲用地面積×1/2） 

大規模住宅団地内道路舗装費に対する助成 
（5,000円/g×舗装面積×1/2） 

     5,000g以上１団地　250万円を限度とする 
  10,000g以上１団地　500万円を限度とする 
  50,000g以上１団地2,500万円を限度とする 
100,000g以上１団地5,000万円を限度とする 

     5,000g以上１団地　250万円を限度とする 
  10,000g以上１団地　500万円を限度とする 
  50,000g以上１団地2,500万円を限度とする 
100,000g以上１団地5,000万円を限度とする 

平
成
17
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
制
度
で
、

町
で
は
よ
り
多
く
の
定
住
及
び
二
地
域
居
住

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
本
制
度
で
は
、
ま
ず
住
宅
を
新
築
又
は

購
入
し
て
定
住
す
る
新
規
転
入
者
に
対
し
て

奨
励
す
る
「
新
築
住
宅
建
築
等
奨
励
金
制
度
」

と
、
対
象
要
件
を
満
た
す
住
宅
団
地
を
造
成

し
た
事
業
者
に
対
し
て
奨
励
す
る
「
住
宅
団

地
造
成
助
成
金
」
の
2
つ
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。

◇
「
新
築
住
宅
建
築
等
奨
励
金
制
度
」

交
付
条
件

（
1
）町
外
か
ら
夫
婦
で
転
入
し
、
住
宅
を
新
た

に
建
築
又
は
新
築
を
購
入（
中
古
物
件
は

該
当
外
）す
る
こ
と
。

（
2
）町
民
で
あ
っ
て
も
富
士
河
口
湖
町
か
ら
転

出
し
て
5
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
U
I

タ
ー
ン
し
て
今
後
5
年
以
上
住
む
こ
と
。

（
3
）物
件
の
延
べ
床
面
積
は
50

以
上
2
4
0

以
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
4
）併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
床
面
積
の
2

分
の
1
以
上
に
相
当
す
る
部
分
が
自
己
の

居
住
で
あ
る
物
件
。

以
上
の
全
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
40
万
円
の
住
宅
取
得
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。（
※
平
成
19
年
10
月
1
日
以
前
に

建
築
確
認
申
請
（
購
入
）
さ
れ
た
場
合
は
、

30
万
円
）

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
平
成
17
年
度
は

約
10
件
、
平
成
18
年
度
は
約
20
件
、
平
成
19

年
度
は
約
30
件
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
も

30
件
以
上
の
該
当
件
数
が
あ
り
、
町
で
は
助

成
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
人
数
で

み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
約
3
5
0
人
の
人
口

増
加
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

◇
「
住
宅
団
地
造
成
助
成
金
」
交
付
条
件

（
1
）1
区
画
あ
た
り
の
面
積
が
2
0
0

以
上

の
連
担
し
た
宅
地
で
、
4
区
画
以
上
の
住

宅
団
地
造
成
で
あ
る
こ
と
。

（
2
）都
市
計
画
区
域
内
で
、
住
宅
用
地
を
分
譲

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
団
地
造
成

で
あ
る
こ
と
。

（
3
）
民
営
の
住
宅
建
物
取
引
業
者
の
う
ち
、

住
宅
団
地
の
造
成
並
び
に
住
宅
の
販
売

を
業
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
全
て
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に

限
り
、
以
下
の
助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
ま

す
。

定
住
及
び
二
地
域
居
住促

進
制
度

4

m2

m2

m2
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平
成
十
一
年
度
の
税
制
改
正
に
お

い
て
、
審
査
申
出
が
可
能
な
事
項

は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
当
該
年
度
の

固
定
資
産
税
に
係
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
と

限
定
さ
れ
ま
し
た（
地
方
税
法
第
四
百
三
十
二

条
第
一
項
）。
固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の

価
格
は
、
三
年
度
ご
と
に
評
価
替
え
を
し
て

お
り
、基
準
年
度（
平
成
二
十
一
年
度
が
該
当
）

で
評
価
替
え
し
た
価
格
は
、
原
則
と
し
て
三

年
度
間
据
え
置
か
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
審

査
申
出
上
、
基
準
年
度
以
外
の
年
度
に
お
け

る
価
格
に
関
す
る
申
出
は
、
対
象
外
と
さ
れ

て
い
ま
す（
同
項
た
だ
し
書
き
）。
た
だ
し
、

基
準
年
度
以
外
の
年
度
に
お
い
て
、
地
目
の

変
換
、
地
積
の
変
更
、
新
増
築
に
よ
る
価
格

が
新
た
に
設
定
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
下
落
修

正
措
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
申
出
は
可

能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
価
格
以
外
の
も
の

は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
不
服
申
立

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
審
査
申
出
の
対
象
と
な
る
も
の（
例
）】

・
地
目
が
異
な
る
。

・
家
屋
の
種
別
が
異
な
る
。

・
地
積（
床
面
積
）が
異
な
る
。

・
路
線
価
や
状
況
類
似
地
区
の
設
定
の
問
題
。

・
評
価
方
法
に
問
題
が
あ
る（
画
地
認
定
や

雑
種
地
の
評
価
方
法
な
ど
）。

【
審
査
申
出
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の（
例
）】

※
行
政
不
服
審
査
法
の
不
服
申
立
て
の
対
象

と
な
る
も
の

・
住
宅
用
地
の
特
例
や
そ
の
他
特
例
の
適
用

の
可
否
。

・
納
税
義
務
者
該
当
の
可
否
。

・
非
課
税
の
適
用
の
可
否
。

・
課
税
客
体
該
当
の
可
否
。

A
審
査
申
出
が
可
能
な
案
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
し
ま
す
か
？

平
成
二
十
一
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
度
に
あ
た
る
た

め
、
評
価
額
に
対
す
る
審
査
申
出
の
事
例
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い

う
。）へ
の
審
査
に
関
す
る
基
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

Question&Answer

Q&A
自　　治

お答えします！

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

審
査
内
容
に
つ
い
て

Q

審
査
の
流
れ
は
、
概
ね
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

A
審
査
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
図　固定資産評価審査委員会における審査の流れ 

審査申出書提出から30日以内に決定しなければならない 

【
審
査
申
出
人
】
審
査
申
出
書
委
員
会
へ
提
出 

【
委
員
会
】
形
式
審
査 

【
委
員
会
】
実
質
審
査 

【
審
査
申
出
人
作
成
】
審
査
申
出
書 

却  

下
（
不
受
理
） 

棄  

却 

全
部
又
は
一
部
の
認
容 

不
服
が
あ
る
場
合 

【
市
町
村
長
作
成
】  

弁
明
書 

【
審
査
申
出
人
作
成
】
反
論
書 

【
市
町
村
長
作
成
】  

再
弁
明
書 

※
台
帳
登
録
の
公
示
の
日
か
ら
納
税
通
知
書
の 

　
交
付
を
受
け
た
日
後
六
十
日
ま
で
の
間 

※
決
定
か
ら
十
日
以
内 

※
決
定
を
知
っ
た
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内 

補
正
命
令 

※
必
要
な
場
合 

不
適
法
な
も
の
又
は 

補
正
に
応
じ
な
い
場
合 

（
審
査
申
出
書
に
対
す
る
主
張
） 

※
必
須 

（
弁
明
書
に
対
す
る
反
論
） 

※
必
要
な
場
合
提
出 

（
反
論
書
に
対
す
る
主
張
） 

※
必
要
な
場
合
提
出 

〔必要に応じて行う審理等〕 

口頭審理 
委員会が必要と認める場合に開催 
審査申出人と評価庁が対質 
公開が原則 

事実審査 
・現地調査 
　委員会が必要と認める場合に 
　実施 
　※簡易な現地調査 
委員会書記が委員長の命により 
写真を撮影する方法も可能 
 
・資料調査 
　委員会が必要と認める場合に、 
　必要な資料の提出を求めること 
　が可能 

意見陳述 
審査申出人の請求により必ず開催 
公開でなくても良い 

【
委
員
会
】 

審
査
の
決
定 

【
審
査
申
出
人
】
裁
判
所
へ
の
出
訴 

【
市
町
村
長
】 

台
帳
の
修
正
登
録 

書面審理  
原則、次の書面により 

審理を行う 



28の やまなし 

Question&Answer

形
式
審
査
で
は
、
審
査
申
出
書
が

適
法
に
提
出
さ
れ
た
も
の
か
を
委

員
会
が
審
査
し
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
内
容
を
審
査
し
ま
す
。
審
査
申
出
書
が

適
法
の
場
合
は
、「
受
理
」、
不
適
法
の
場
合
は

「
却
下（
不
受
理
）」と
し
ま
す
。

【
審
査
内
容
（
例
）】

・
審
査
申
出
が
で
き
る
者
か
否
か
。

・
審
査
申
出
書
の
提
出
が
提
出
期
限
内
で
あ

る
か
。

・
審
査
申
出
が
可
能
な
事
項
か（
据
え
置
き

年
度
の
価
格
な
ど
）。

・
記
載
事
項
に
不
備
が
な
い
か
。

※
軽
微
な
も
の
を
除
き
、
申
出
書
に
補
正
が
必

要
な
と
き
は
、
委
員
会
は
審
査
申
出
人
に
対

し
て
補
正
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
形
式
審
査
で
は
何
を
審
査
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

Q
審
査
申
出
人
か
ら
の
照
会
は
、
地

方
税
法
第
四
百
三
十
三
条
第
五
項

に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
以
外
は
、
書
面
で
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

・
具
体
的
又
は
個
別
的
で
な
い
照
会
。

・
既
に
し
た
照
会
と
重
複
す
る
照
会
。

・
意
見
を
求
め
る
照
会
。

・
回
答
す
る
た
め
に
不
相
当
な
費
用
又
は
時

間
を
要
す
る
照
会
。

・
当
該
審
査
を
申
し
出
た
者
以
外
の
者
が
所

有
者
で
あ
る
固
定
資
産
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
照
会
。

A
審
査
申
出
人
か
ら
書
面
で
申
出
内
容
に
関
す
る
照
会
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？

Q
意
見
陳
述
は
、
審
査
申
出
書
や
反

論
書
を
補
完
す
る
た
め
の
も
の
で
、

審
査
申
出
人
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
必

ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
意
見
陳
述

を
行
う
際
に
は
、
必
ず
し
も
公
開
し
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
口
頭
審
理
を
行
う
場
合

は
、
意
見
陳
述
の
機
会
を
口
頭
審
理
に
置
き

換
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

一
方
、
口
頭
審
理
は
、
委
員
会
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
行
わ
れ
ま
す
。
口
頭
審
理
で
は
、

審
査
申
出
人
と
評
価
庁
側
が
対
質
に
よ
り
審

理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
必
ず
公
開
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
審
査
申
出
人
が

出
席
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
口
頭
審
理
が
成
立

し
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
自
己
の
主
張
を
放

棄
し
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

A
意
見
陳
述
と
口
頭
審
理
の
違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

最
後
に
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
不
適

切
な
対
応
・
処
理
を
行
う
と
、
そ
れ
自
体
が

訴
訟
の
理
由
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
委
員
会

の
窓
口
に
審
査
申
出
書
の
用
紙
や
そ
の
記
載

例
、
審
査
申
出
の
対
象
と
な
る
事
例
を
備
え

付
け
る
な
ど
、
事
前
の
準
備
が
大
切
で
す
。

【
参
考
文
献
】

・
塚
田
功
著
『
固
定
資
産
税
の
審
査
申
出
と
そ
の
対
応
の
す
べ
て（
三
訂
版
）』（（
株
）
ぎ
ょ
う
せ
い
　
平
成
十
八
年
）

・（
財
）
資
産
評
価
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
詳
解
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
制
度
　
平
成
16
年
改
訂
版
』

（（
株
）ぎ
ょ
う
せ
い

平
成
十
六
年
）

・
固
定
資
産
税
務
研
究
会
編
『
平
成
20
年
度
版
　
要
説
固
定
資
産
税
』（（
株
）
ぎ
ょ
う
せ
い
　
平
成
二
十
年
）

決
定
に
は
、「
却
下
」、「
棄
却
」、

「
認
容
」の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
却
下
】申
出
書
の
提
出
が
不
適
法
な
場
合
に

不
受
理
と
す
る
決
定
の
こ
と
で
す
。

【
棄
却
】審
査
申
出
に
理
由
が
な
い
も
の
と
し

て
、
原
処
分
を
認
め
る
決
定
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

【
認
容
】審
査
申
出
に
全
部
又
は
一
部
に
理
由

が
あ
る
も
の
と
す
る
決
定
で
、決
定
後
、

市
町
村
長
は
、
価
格
等
の
修
正
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ

る
場
合
に
は
、
市
町
村
を
被
告
と
し
て
、
決
定

を
知
っ
た
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
決
定
の
取
消

の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
審
査
の
決
定
に
は
ど
の
よ
う
な
決
定
が
あ
る
の
で
す
か
？

Q
行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
条
第
五

項
に
規
定
さ
れ
る「
不
利
益
変
更

禁
止
の
原
則
」が
、
地
方
税
法
で
も
同

様
の
扱
い
で
あ
る
と
解
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
初

の
市
町
村
長
の
登
録
価
格
以
上
の
決
定
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
登
録
価
格
を
認
め
た
上

で
、
審
査
の
申
出
を
棄
却
し
ま
す
。

A
審
査
の
結
果
、
価
格
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

う
の
で
す
か
？

Q
こ
の
規
定
は
一
種
の
訓
示
規
定
と

解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
簡
易
、
迅

速
に
納
税
者
の
権
利
救
済
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
行
政
救
済
制
度
の
一
環
を

な
す
も
の
」と
い
う
最
高
裁
判
例
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
可
能
な
限
り
三
十
日
以
内
に
審
査
決

定
を
す
る
努
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。仮

に
、
決
定
が
遅
れ
る
場
合
に
は
、
審
査
申

出
人
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

A
な
ぜ
三
十
日
間
で
決
定
を
く
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

Q



平
成
21
年
度
地
方
債
計
画
に
お
い

て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
地
方
公
社
及
び
公

営
企
業（
以
下「
第
三
セ
ク
タ
ー
等
」と
い
う
。）

の
整
理
又
は
再
生
に
伴
う
債
務
処
理
を
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改

革
推
進
債
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。（
そ
の
た
め
、
地
方
財
政
法
の
附
則
に
地

方
債
の
特
例
規
定
を
置
く
た
め
の
改
正
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
各
地
方
公
共
団

体
に
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー

等
の
事
業
の
意
義
、
採
算
性
等
に
つ
い
て
改

め
て
検
討
の
上
、
事
業
継
続
の
是
非
を
判
断

す
る
と
と
も
に
、
事
業
を
継
続
す
る
場
合
に

あ
っ
て
も
、
最
適
な
事
業
手
法
の
選
択
、
民

間
的
経
営
手
法
の
導
入
を
行
う
な
ど
、
存
廃

を
含
め
た
抜
本
的
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
概
要
】

【
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
創
設
の
経
緯
】

【
各
地
方
公
共
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
】

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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そ
も
そ
も
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
公
社
の

改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
地
方
行
革
指
針（
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
推
進
の
た

め
の
指
針（
平
成
17
年
3
月
））に
よ
り
、
統
廃
合

や
民
間
譲
渡
等
既
存
法
人
の
見
直
し
を
進
め

る
と
と
も
に
、
監
査
体
制
の
強
化
や
情
報
公
開

等
、
更
な
る
経
営
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
、「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
地

方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」と
い
う
。）の
健

全
化
判
断
比
率
の
公
表
等
に
関
す
る
規
定
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の

一
つ
で
あ
る
将
来
負
担
比
率
に
は
第
三
セ
ク
タ

ー
等
の
負
債
・
債
務
の
う
ち
の
一
定
部
分
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
算
定
を
通
じ
て

個
々
の
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
政
府
の「
経
済
財

政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
８
」（
平
成
20
年
6

月
27
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
改
革
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
き
、

経
営
が
著
し
く
悪
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
公
社
の
経
営
改

革
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
20
年
6
月
30

日
付
け
で
自
治
財
政
局
長
通
知（「
第
三
セ
ク
タ

ー
等
の
改
革
に
つ
い
て
」）が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
通
知
で
は
、
経
営
が
著
し
く
悪
化
し
た
第

三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
公
社
に
つ
い
て
、
平
成
20

年
度
ま
で
に
外
部
専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
る

「
経
営
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
評
価
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
21
年
度
ま
で
に「
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
す

る
な
ど
、
集
中
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が

要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
行
財
政
制
度
の
抜
本
的
改
革

の
進
展
を
前
提
と
し
た
債
務
調
整
を
導
入
す

る
際
の
課
題
や
地
方
公
社
及
び
第
三
セ
ク
タ
ー

の
資
金
調
達
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年
1
月
に
設
置

さ
れ
た
「
債
務
調
査
等
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」が
平
成
20
年
12
月
5
日
に
と
り
ま
と
め
た

報
告
書（「
第
三
セ
ク
タ
ー
、
地
方
公
社
及
び
公

営
企
業
の
抜
本
的
改
革
の
推
進
に
関
す
る
報

告
書
」）で
は
、
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

の
全
面
施
行
を
機
に
、
地
方
公
共
団
体
は
主
体

的
か
つ
早
期
に
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
公
社

の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
と
し
た
う
え

で
、
そ
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
の
整

理
又
は
再
生
を
実
施
す
る
上
で
、
特
に
必
要
と

な
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
の
対
象
と
す

べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
公
営
企
業

に
つ
い
て
も
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
公
社
に

準
じ
た
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
と
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
地
方
公
共
団
体
が
地
方
公

共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
全
面
施
行
か
ら
５

年
間
で
第
三
セ
ク
タ
ー
、
地
方
公
社
及
び
地
方

公
営
企
業
の
抜
本
的
改
革
を
集
中
的
に
行
え

る
よ
う
、
地
方
財
政
法
を
改
正
し
、
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
間
の
時
限
措
置
と

し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
整
理
又
は
再
生
の

た
め
に
特
に
必
要
と
な
る
一
定
の
経
費
を
議
会

の
議
決
等
の
手
続
き
を
経
て
地
方
債
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
す
る
特
例
措
置

を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

A

第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Q◇
対
象
と
な
る
経
費

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
整
理
又
は
再
生
を
実
施
す
る
上
で
債
務
処
理
の
た
め
に
特
に

必
要
と
な
る
経
費

・
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
地
方
住
宅
供
給
公
社
の
法
的
整
理
等
に
伴
い
実
行
さ
れ
る
損

失
補
償
に
要
す
る
経
費

・
土
地
開
発
公
社
及
び
地
方
道
路
公
社
の
解
散
又
は
一
部
事
業
廃
止
に
伴
い
実
行
さ

れ
る
債
務
保
証
等
に
要
す
る
経
費

・
公
営
企
業
の
廃
止
に
要
す
る
経
費

◇
対
象
年
度

５
年
間
の
時
限
措
置
（
平
成
21
年
度
〜
25
年
度
）

◇
利
子
分
に
係
る
財
政
措
置

発
行
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
利
子
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
特
別
交

付
税
措
置
の
対
象
と
す
る
。

◇
そ
の
際
、
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
1
）第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
経
常
赤
字
で
あ
る
等
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
も
の
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
借
入
金
に
つ
い
て
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る
法
人
の
解
散
又
は
事
業
の
再
生
を
行
う
場
合
に
必

要
と
な
る
一
定
の
経
費
に
限
っ
て
地
方
債
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

（
2
）土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
依
頼
に
基
づ
い
て
取
得
し
た
土
地
の
長
期
保
有
や
土
地

の
造
成
事
業
に
お
け
る
地
価
の
下
落
等
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
公
社
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

公
社
の
解
散
又
は
業
務
の
一
部
の
廃
止
を
行
う
場
合
に
必
要
と
な
る
一
定
の
経
費
に
限
っ
て
地
方
債
の

対
象
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
改
革
を
検
討
す
る
こ
と
。

（
3
）地
方
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営
企
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
一
定
の
経
費
に
限
っ
て

地
方
債
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
、
現
在
供
給
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
必
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
実
施
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
、
特
に
公
共
性
の
確
保
等
の
意
義
が
薄
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
民
間
へ
の
事

業
譲
渡
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
事
業
を
継
続
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
指
定
管
理
者
制
度
、
地
方

独
立
行
政
法
人
制
度
、
民
間
委
託
等
の
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
。
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は
じ
め
に

本
市
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）に

市
制
が
施
行
さ
れ
、
今
年
で
１
２
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
全
国
で
34
番
目
、
関
東
で

は
東
京
、
横
浜
、
水
戸
に
次
ぐ
も
の
で
、

当
時
の
人
口
は
３
万
１
千
人
余
り
で
し

た
。
以
後
、
戦
前
の
昭
和
12
年
と
17
年
、

戦
後
の
昭
和
24
年
と
29
年
の
合
併
に
よ
っ

て
市
域
を
順
次
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昭
和
29
年
か
ら
50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
市
域
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
３
年
前
の
平
成
の
合
併
に
よ
り
中
道

町
と
上
九
一
色
村
の
北
部
が
新
た
に
甲
府

市
に
加
わ
り
現
在
の
市
域
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
合
併
は
、
中
道
町
と
上
九
一
色
村

と
の
三
市
町
村
に
よ
る
も
の
で
し
た
が
、

合
併
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平

坦
で
は
な
く
紆
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や

く
成
し
得
た
も
の
で
し
た
。

四
市
町
村
に
よ
る

合
併
協
議

ま
ず
、
平
成
14
年
に
旧
合
併
特
例
法
の

改
正
か
ら
県
下
に
高
ま
っ
た
合
併
気
運
に

よ
り
、
甲
府
市
・
中
道
町
・
芦
川
村
・
上

九
一
色
村
の
四
市
町
村
に
よ
る
合
併
協
議

が
行
わ
れ
、
同
年
10
月
に
四
市
町
村
法
定

合
併
協
議
会
の
設
立
総
会
及
び
第
1
回
合

併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
合
併
に
向
け
て
の

協
議
が
始
ま
り
、
協
議
会
に
お
い
て
は
、

新
市
建
設
計
画
等
に
つ
い
て
平
成
16
年
4

月
ま
で
の
間
に
9
回
に
わ
た
り

検
討
･
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
道
町

に
お
い
て
は
町
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
合
併
を
推
進
す
る
候
補

者
と
合
併
の
是
非
に
つ
い
て
再

検
討
す
る
候
補
者
と
で
、
町
を

二
分
す
る
選
挙
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
合
併
協
議
を
再
検
討
す

る
候
補
者
が
町
長
と
な
り
、
合

併
の
休
止
を
求
め
る
声
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
平
成
15
年
11
月

に
町
が
行
っ
た
住
民
投
票
の
結

果
で
は
、「
甲
府
市
等
と
の
合

併
に
賛
成
す
る
」
得
票
が
、「
東

八
代
地
域
（
笛
吹
市
）
と
の
合

併
に
賛
成
す
る
」
得
票
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
町
か
ら
「
合
併
協
議
会
か
ら

脱
退
し
た
い
」
と
の
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
同
年
12
月
3
日
の
第
8

回
合
併
協
議
会
で
は
、
中
道
町
の
脱
退
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
甲
府
市
、
芦

川
村
、
上
九
一
色
村
は
、
合
併
の
是
非
に

つ
い
て
各
市
村
議
会
と
十
分
協
議
し
た
上

で
、
次
回
の
協
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
意

見
を
集
約
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

中
道
町
の
脱
退
を
受
け
て
、
上
九
一
色

村
及
び
芦
川
村
に
お
い
て
は
住
民
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
上
九
一
色
村
で
は
、「
飛
地

と
な
っ
て
も
合
併
協
議
の
継
続
を
望
む
。」

一
方
、
芦
川
村
で
は
、「
飛
地
と
な
り
合
併

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
笛
吹
市
と
の

合
併
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
合
併
協
議
会

か
ら
脱
退
す
る
。」
と
の
意
見
集
約
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
4
月
の
第
9
回
合
併
協
議
会

に
お
い
て
、
芦
川
村
も
協
議
会
か
ら
脱
退

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
16
年
6

月
30
日
を
も
っ
て
甲
府
市
･
中
道
町
･
芦

川
村
･
上
九
一
色
村
合
併
協
議
会
は
解
散

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
回
目
の
合
併
協
議

旧
合
併
特
例
法
の
適
用
期
限
が
迫
っ
た

平
成
16
年
12
月
に
、
中
道
町
は
、
最
終
の

方
向
性
を
見
出
す
べ
く
住
民
意
向
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、「
甲
府
市
と
の
合
併
」

が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、
笛
吹
市
と
の
合
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併
を
断
念
し
、
再
度
甲
府
市
と
の
合
併
を

目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
1
月

に
は
中
道
町
と
上
九
一
色
村
か
ら
、
甲
府

市
に
対
し
て
合
併
特
例
法
適
用
期
限
内
の

合
併
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
甲
府
市
・
中
道

町
・
上
九
一
色
村
の
三
市
町
村
は
平
成
17

年
2
月
2
日
、
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

（
第
1
回
合
併
協
議
会
開
催
）
し
、
新
た
な

枠
組
み
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な

り
、
同
年
２
月
28
日
に
は
合
併
協
定
調
印

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
合
併
協
議
会
は
平
成
18
年
2
月

17
日
ま
で
１
年
間
で
9
回
の
合
併
協
議
会

を
重
ね
、
合
併
の
方
式
、
合
併
の
期
日
、

新
市
の
名
称
、
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、

地
域
審
議
会
の
取
扱
い
等
の
基
本
事
項

（
18
項
目
）、
事
務
事
業
の
一
元
化
に
関
わ

る
項
目
（
18
項
目
）
及
び
新
市
建
設
計
画

に
関
わ
る
項
目
な
ど
計
37
項
目
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
平
成
18
年
3
月
1
日
に
は
、

中
道
町
と
上
九
一
色
村
の
編
入
合
併
と
同

時
に
新
甲
府
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
は
、
昭
和
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
中
道
町
が
51
年
で
そ
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
、
上
九
一
色
村
が
全
国
で
唯
一
の

分
村
合
併
を
行
い
、
北
部
は
甲
府
市
へ
南

部
は
富
士
河
口
湖
町
へ
と
分
か
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

第
五
次
総
合
計
画

合
併
後
の
本
市
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
と
人
口
減
少
社
会
の
到

来
、
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
、

地
方
分
権
の
推
進
な
ど
行
財

政
運
営
の
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
本
市
で
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
向
（
都
市
像
）
を
「
人
が
つ
ど

い
　
心
が
か
よ
う
　
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
・
甲
府
」
と
し
た

「
第
五
次
甲
府
市
総
合
計
画
」

を
平
成
18
年
６
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

こ
の
第
五
次
総
合
計
画
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま

で
の
10
年
間
の
市
政
運
営
の

指
針
で
あ
り
、
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、

審
議
会
の
委
員
25
名
の
中
に
中
道
町
・
上

九
一
色
村
か
ら
も
合
併
協
議
会
の
代
表
と

し
て
2
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
合
併
後

の
本
市
の
都
市
像
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
こ
の
第
五
次
総
合
計

画
の
第
３
次
実
施
計
画
年
次
で
あ
り
、
都

市
像
実
現
の
た
め
総
合
計
画
に
位
置
づ
け

た「
構
想
推
進
の
考
え
方
」と「
基
本
目
標
」

を
基
調
に
、
財
政
と
事
業
評
価
を
連
動
さ

せ
た
実
効
性
の
高
い
事
業
執
行
と
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

合
併
後
の
中
道
・
上
九
一
色
の
両
地
区

に
は
、
法
定
の
地
域
審
議
会
を
平
成
18
年

５
月
に
設
置
し
、
以
後
、
審
議
会
は
年
３

回
の
審
議
を
重
ね
な
が
ら
新
市
へ
移
行
後

の
当
該
地
区
の
課
題
や
問
題
点
等
を
地
域

の
住
民
目
線
で
真
剣
に
議
論
し
、
よ
り
良

い
地
域
へ
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に

昨
年
9
月
以
降
の
米
国
の
金
融
危
機

か
ら
端
を
発
し
た
世
界
的
景
気
後
退
が
、

我
が
国
の
実
体
経
済
に
極
め
て
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
国
内
景
気
の
急
速

な
後
退
に
よ
り
、
自
治
体
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
、

安
定
的
な
行
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
や
多
様
な
主
体
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
心
が
か
よ
う
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
、
生
活
者
の
視
点
に

立
っ
た
施
策
の
積
極
的
な
展
開
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
は
山
梨
県
の
中
核

都
市
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を
改
め
て
認

識
す
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
視
点
に
立

ち
、
県
内
外
の
自
治
体
や
企
業
、
民
間
組

織
な
ど
、
様
々
な
主
体
と
の
連
携
を
深
め

る
中
で
、
さ
ら
な
る
地
方
分
権
に
対
応
で

き
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
都

市
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
現
下

の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
生

活
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
不
断
の
行
財
政
改
革
に

力
を
注
ぎ
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

第
五
次
甲
府
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
選
択
と

集
中
に
よ
る
重
点
施
策
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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本年４月から交流派遣職員として、都留市から商工総務課に配属となってか
ら早くも１年が過ぎようとしており、異動日の前日にスーツと定期券を駆け込
みで調達していたのもつい先日の事のように感じられる今日この頃です。
遠距離通勤はツラいですが、電車で寝るのは意外にも快感であり、道端の

猫ちゃんにも癒されますので、捨てたものじゃありません。
当初は、職場環境の変化やシステム等に戸惑いましたが、周囲の皆さんに

温かいご指導をいただき、氷塊がジワりと解けてゆくような感覚を覚えつつ、
現在では充実した県庁生活を過ごさせていただいています。
当課では、県内経済の核となる中小企業団体中央会、やまなし産業支援機

構等の商工団体や、中小企業等協同組合の指導等を担当しています。この不
況の中、県内経済活性化のためには、行政と中小企業や各商工団体が力を合
わせて頑張ることが必要だと認識しています。
また、従来からの県と市町村との交流派遣を通して、たくさんの人達が知

り合いとなっており、交流派遣は大変有意義だと思います。
残り１年間となりましたが、これからもたくさんの事を吸収し、この経験を

都留市で活かしたいです。

県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行わ
れています。今回は、市町村から県へ派遣され活躍している
皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

商工総務課

田中　裕二
（都留市）

私は平成２０年４月に富士河口湖町役場から、山梨県富士・東部建設事
務所吉田支所河川砂防管理課に出向している渡辺大輔といいます。吉田
支所での主な仕事の内容としましては河川砂防担当として、吉田支所管
轄区域内にある河川の改良事業や砂防事業の実施に伴う設計、測量、工
事等の発注や監督等の仕事を行っています。日常の業務については山梨
県では文書の起案や設計・測量・工事の発注に伴う一連の作業等のほと
んどが電子処理となっており、今までとは勝手が違っていましたので、
簡単な事務処理をするにも苦労していましたが、その中で職場の方々の
丁寧な指導や助言等をもらうことができ、たいへん感謝しています。今
後は残りの出向期間でさらに多くのことを学び、吸収しながら町に戻っ
た際には今の職場で学んだことを活かしながら地域に貢献できるように
頑張っていきたいと思います。

この４月より南アルプス市から県土整備部道路整備課に配属され、早
いもので１年が過ぎようとしています。
当初緊張と慣れない環境で、戸惑いもありましたが、周囲の方々からの

暖かいご指導により、徐々に仕事にも環境にも慣れてきたところです。
現在は、地方道担当として市町村道国庫補助事業に関する業務や道路

に関する調査などの業務に携わっています。補助事業の制度や事業の流
れなど、学ぶことが非常に多く、大変勉強になっています。
また、県職員の方々や各市町村道路担当の方々とも接する機会も多く、
交流を深める貴重な機会となっております。
このような機会に、山梨県庁に来させていただき、様々な面でプラス

になっております。
今後も県職員の方々や他市町村の方々と交流を深めていき、少しでも

多くのことを吸収し、この経験が南アルプス市に戻ってから活かせるよ
うに、頑張っていきたいと思います。
今後ともよろしくお願いします。

富士・東部建設事務所

渡辺　大輔
（富士河口湖町）

道路整備課

吹野　裕一
（南アルプス市）

昨年の春より富士吉田市から人事交流ということで、福祉保健部医務課
に配属になり、早いもので一年が過ぎようとしています。当初、環境の変化
や事務量の多さに圧倒されましたが、職場の上司の方々から温かいご指導
をいただき、現在とても充実した日々を過ごしています。
私が主に担当しているのは、医療行政の企画立案に際し基礎的な資料と

なる厚生統計の取り纏め業務、県民の皆様からの医療等に対する相談、ま
た、医療機関に対する立入検査（主に医療安全関係）についてもお手伝いさ
せていただいています。
厚生統計において、近年、本県の周産期死亡率は５年連続で低下しており、

平成１９年には、全国最低（最良）となっています。これは、定期的な妊婦健
診による胎児の状態の把握や総合周産期母子医療センターを中心とした県
内の分娩医療機関の連携による緊急時の搬送体制が確立しているためと思
われます。このように、厚生統計の結果からは山梨県の様々な姿が見えて
きます。
派遣期間も残り一年となりましたが、これまで以上により多くのことを

学び、ここで経験したことを富士吉田で生かせるよう、残りの貴重な日々
を大切に過ごしていきたいと思います。

医務課

舟久保大祐
（富士吉田市）
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平成２０年４月より北杜市役所から総務部市町村課税政担当に研修生として派
遣され、あっという間に研修期間の１年間が経とうとしています。
市町村課への研修制度は、平成１８年度を最後に一旦は終了しておりましたが、

今年度から復活いたしまして、今年度は私を含め４名が研修生として市町村課で
お世話になりました。
派遣される以前に、過去の研修を経験された諸先輩方から経験談を聞かされ

ておりましたので、派遣当初は恐縮しながら業務にあたっていましたが、上司も
含めまして周りの職員の方々が大変優しく接して頂いたおかげで、なんとか１年
を乗り切ることができました。
私の仕事は、固定資産税を担当させて頂きました。普通交付税算定のお手伝

いから始まり、概要調書、交付税検査など様々な経験をさせていただきました。
また、課では研修生向けの研修会も開催して頂き、市町村課全般の仕事について
講習を受けることができました。
仕事の中では、特に今年度は派遣当初から、平成２０年度の税制改正法案が１

ヶ月遅れたことから、法律の施行日であり、条例の施行日でもある４月３０日は、
夜半まで居残ったのを記憶しております。また、交付税検査では、市職員として
は、なかなか訪れることのできない他市町村へ伺うことができ、貴重な体験を
させて頂きました。
最後になりますが、市町村課の皆様、市町村の職員の方々には、この一年間大

変お世話になりました。この場をお借りしまして感謝申し上げます。また、今後
ともよろしくお願いいたします。

総務部市町村課税政担当

篠原振一郎
（北杜市）

平成２０年４月より福祉保健部福祉保健総務課に配属になり１年が経過し
ようとしているところです。初年度を振り返ってみますと、事務の進め方
やシステムに慣れることに精一杯で気持ちに余裕が無く、不安で自信の持
てない日々を送るなか、それでも同じ担当や課員の皆様に励まされ何とか
過ごした１年間だったという気がします。
所属している担当は、「地域福祉の推進」「社会福祉事業団体・社会福祉法

人の指導認可」を主たる業務としています。このうち私が担当している業務
は、寄附行為やホームレス対策、社会福祉法人の定款変更認可申請や補助
金関係等です。「社会福祉法人」は県が認可指導する団体であるため、市で
は業務として関わりがあっても直接の指導対象とはなっておりません。県
に派遣されて来なければ出来なかった業務であり、市職員としては非常に
貴重な経験を得ていると感じています。
残り半分となった派遣期間ですが、２年目に入るわけですから少しは気持

ちにゆとりを持ちたいと考えています。広い視野と目的意識を持って業務
に取り組み、必要性や効果を意識して行こうと思います。結果として、市に
戻った時に成長が実感できるよう頑張りたいと思います。

福祉保健総務課

笹本　正和
（甲州市）

甲府市から観光振興課へ配属され、早いものでもう１年が過ぎようとして
います。
当初は、職場環境の変化や今までに経験したことのない「観光」という仕

事に戸惑いと不安もありました。しかし、そんなことを思う間もなく、配属
された初日には、全国のＪＲグループ６社と協働した「山梨デスティネーシ
ョンキャンペーン」が始まり、そこから慌しい毎日を送っております。
私が所属している観光振興課宣伝担当では、山梨県の魅力を全国に向け

て発信するための観光宣伝事業を中心に行っております。特に、今年度は
既に述べました「山梨デスティネーションキャンペーン」（H20.4～6）という
ＪＲグループと連携した国内最大規模の観光キャンペーンや、中日本高速道
路と初めて行った「めぐる！山梨『速旅』キャンペーン」（H20.10～H21.3）、
さらに今春からは昨年に続きＪＲとの「花と名水　美し色の山梨」キャンペ
ーン（H21.4～6）と、官民協働の大きなキャンペーンが続きます。
「観光は受身では駄目だ！常に、攻めていかないといけない」。これは職
場の上司が常々口にしている言葉です。つまり山梨県をＰＲしていくために
は、観光客が目を向けるような仕掛けづくりを行うとともに、地域で取り組
んでいる小さなことまで情報を掘り起こし、これらを集約して旅行会社や
観光客に強力に売り込んでいく。継続して実施するキャンペーンもこの言
葉に象徴されていると思います。
最近の経済情勢から、観光分野も非常に厳しい戦いが続くと思われます

が、こんな時だからこそ「攻めの観光」で進む山梨県観光部。私は、そんな
観光部の一員として職務を遂行できることに喜びを感じております。
最後になりますが、観光振興課をはじめ、関係各所属の皆さま、そしてこ

のような貴重な機会を与えてくださいました方々に感謝するとともに、残
された期間で少しでも多くのことを学び、今後の職務に活かせるよう精一
杯努力してまいりたいと考えております。

観光振興課

志村　大介
（甲府市）

平成20年4月より、笛吹市から総務部市町村課財政担当としてお世話なっ
ております河島武彦です。
聞きなれない財政用語から始まった研修生生活、日夜続く決算統計の集

計作業やエクセル・電卓を使い続けた日々も卒業目前のところまでとなり
ました。
私は市町村普通会計予算・決算等の調査、教育社会福祉施設の地方債な

どを主な業務としておりました。また最近では、定額給付金事業に関わる
業務もさせていただきました。
07年自治体財政健全化法が成立し、昨年度の決算から指標等の算定が行

われることと同時に財政状況の公表も行われ、地方自治体の財政運営にか
ける努力などを窺い知ることもできました。
今の社会は“持続可能な社会（サスティナブル）”という言葉が頻繁に使

われるように、地方自治においても、市町村の行政運営においても、『職員
自ら　汗をかき、知恵をだし、行動すること』という時代に突入しておりま
す。
この研修生生活におきまして、日々の県職員の仕事に対する姿勢やチャ

レンジ精神など、これまでにない実体験に触れることができました、一つ
でも多く『自分のもの』としたいと思っております。
最後に、H20年度ご指導頂きました市町村課の皆様、情報提供など頂きま
した県庁内各部署の皆様、各市町村財政担当者の皆様など、この誌面から
御礼申し上げます。

財政担当

河島　武彦
（笛吹市）
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集

職
員
向
け
緊
急
招
集
メ

ー
ル
の
配
信
や
連
絡
。

消
防
団
メ
ー
ル
同
様
に
、

自
宅
に
居
な
く
て
も
、

一
斉
送
信
す
る
こ
と
で

迅
速
に
必
要
事
項
を
伝

達
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
は
定
期
的
な

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
提
供
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
対
応
す
る
緊
急
メ
ー
ル
ま
で
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
す
る
場

合
、
次
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
登
録
が
必
要
な
記
事
公
開
型
メ
ル
マ
ガ

・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
登
録
が
必
要
な
記
事
非
公
開
型
メ
ル
マ
ガ

・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
登
録
が
不
要
な
記
事
公
開
型
メ
ル
マ
ガ

・
利
用
者
Ｉ
Ｄ
登
録
が
不
要
な
記
事
非
公
開
型
メ
ル
マ
ガ

一
般
的
な
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
か
ら
、
記
事
を
非
公
開
に
す

る
こ
と
に
よ
る
配
信
者
を
限
定（
消
防
団
員
の
み
・
関
係
者

の
み
等
）し
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
信
希
望
の
利
用
者
登
録
に
つ
い
て
は
、
住
民

が
直
接
配
信
希
望
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
、
職

員
側
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
一
括
登
録
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
、
来
年
度
に
は
非
公
開
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
お
い
て
も
、
利
用
者
側
へ
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
り
登
録
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
、
住
民
の

利
便
向
上
を
図
る
予
定
で
す
。

現
在
、
実
際
配
信
さ
れ
て
い
る
県
内
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆「
ふ
じ
の
風
」(

富
士
河
口
湖
町
）

町
行
政
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
と
町
で
の
各
種
出
来
事
、
町

長
の
週
間
予
定
等
を
配
信

◆「
北
の
杜
マ
ガ
」（
北
杜
市
・
林
政
課
）

市
が
行
う
林
業
施
策
の
情
報
や
、
国
や
県
の
施
策
な
ど

の
情
報
を
配
信

◆「
甲
府
市
防
災
防
犯
メ
ル
マ
ガ
」（
甲
府
市
）

防
災
情
報
及
び
防
犯
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ

◆「
ふ
れ
あ
い
文
化
館
だ
よ
り
」（
甲
斐
市
）

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
の
催
物
情
報
を
配
信

◆「
甲
斐
っ
子
安
心
メ
ー
ル
」（
甲
斐
市
）

市
内
の
小
中
学
校
全
16
校
で
、
保
護
者
を
対
象
に
安
心

安
全
情
報
を
配
信
。
学
校
・
学
年
ク
ラ
ス
毎
で
対
応
可
能

◆「
子
育
て
情
報
た
っ
ち
メ
ー
ル
」（
山
梨
市
）

子
育
て
情
報
や
子
育
て
講
座
の
開
催
等
を
配
信

◆「
消
防
団
員
連
絡
用
メ
ー
ル
」（
山
梨
市
）

火
事
発
生
時
に
地
区
消
防
団
員
へ
詳
細
等
を
メ
ー
ル
配
信

◆「
富
士
吉
田
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」

（
富
士
吉
田
市
）

不
審
者
情
報
や
防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
お
知
ら
せ

他
、
職
員
採
用
試
験
情
報
メ
ル
マ
ガ
、
山
梨
の
統
計
情
報

等
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
子
申
請
受
付
共
同
事
業
」の
付
随
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
設
け
ら
れ
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
昨
今

の
地
方
公
共
団
体
の
課
題
の
解
決
の
手
段
の
一
つ
と
し
て

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
現
在
の

利
用
実
績
を
見
る
と
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
電
子
自
治
体
推
進
室
で
は
こ
の
メ
ル
マ
ガ
に
関

し
て
、
市
町
村
の
担
当
者
、
学
校
関
係
者
、
消
防
の
関
係

者
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

お
願
い
・
周
知
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の「
Q

R
コ
ー
ド
」（
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
）を
活
用
す
る
こ
と
で
、

携
帯
電
話
か
ら
も
簡
単
に
受
け
付
け
る
こ
と
が
出
来
る

事
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
各
自
治
体
は
無
料
で

利
用
で
き
る「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
け
る
か
を
検
討
し
、
最
大
限
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
電
子
自
治
体
推
進
室
と
し
て
は
、
今
後
も
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
を
含
む
電
子
自
治
体
の
更
な
る
推

進
を
図
る
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
種
類
と

受
信
登
録
の
方
法

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
活
用
事
例

お
わ
り
に

<

や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と>

https://www.e-tetsuzuki99.com
/

eap-pj/yam
anashi/index.aspx



市町村 振興協会たより

36の やまなし 

○（財）全国建設研修センター研修の特色

本協会では、これまで市町村職員の人材育成に資するため、市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

〔千葉県千葉市〕並びに全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）〔滋賀県大津市〕の研修受講に

対し助成措置を講じて参りました。（研修経費の1/2・特別セミナー全額助成）

平成21年度からは、両アカデミーの助成制度に加え、建設事業に携わる市町村職員の知識・技術向上

を図るため、（財）全国建設研修センター〔東京都小平市〕の研修受講に対する助成制度を創設しました。

今後、全国建設研修センターの研修受講について積極的にご活用いただけますようお願いします。

・時代に即した研修と充実した講師陣
時代のニーズに即した実践的な研修を用意しています。講師は、国土交通省等の施策担当者、大学教授、第一線

で活躍されている民間の専門技術者などです。

・演習・討議・見学を効果的に採り入れたカリキュラム
行政の最新動向、最新技術を採り入れた専門的かつ体系的な講義のほか、演習、事例研究、グループ討議、現地

見学などを組み合わせ、研修効果をあげています。

・スキルアップに加え相互啓発効果
宿泊を共にすることにより、同じ目的を持つさまざまな機関の人たちとの交流を通じ互いの向上心を刺激、スキル

アップに加え相互啓発効果をあげています。

・国・自治体・民間が研修を積極的に活用
職員研修、社員教育など、人材育成目的に応じ当センターの研修が活用されるとともに、情報収集の機会としても

利用されています。

・半世紀にわたる実績
1962年全国知事会の出捐により設立、その後、全国市長会及び全国町村会の要請を受け施設を拡充しました。自

治体、民間団体、その他機関から厚い信頼を得ています。

※平成21年度研修計画については、（財）全国建設研修センターホームページ（アドレス；http://www.jctc.jp/）を参照願います。

全国建設研修センター研修受講経費助成制度を創設

○研修受講経費に対する助成制度

本協会では、研修に要する経費（研修会費及び宿泊費（研修前日の宿泊費を含む。））の2分の1の額を

助成します。

問い合わせ（財）山梨県市町村振興協会　TEL 055-237-3153 FAX 055-237-5788

至府中本町 

至高尾 

小平駅 

萩山駅 

至南浦和 

青梅 
街道駅 

新小平 
駅 

西国分寺 国分寺 

一橋学園駅 

三鷹 

新宿 上野 

東京 

羽田 浜松町 

高田馬場 

JR中央線 

30分 

約30分 

約5分 

約15分 

西
武
新
宿
線 

西
武
多
摩
湖
線 

JR
武
蔵
野
線 

西
武
国
分
寺
線 

JR中央線 

至新宿 

五日市街道 

西
武
多
摩
湖
線 

至萩山 

国土建設学院 

（研修会館） 

（本館） 
（新館） 
（専門学校） 

国土交通大学校 全国建設 
研修センター 

至高尾 
国分寺 

一
橋
学
園 

JR中央線「国分寺」駅 乗換 
西武多摩湖線「一橋学園」駅下車 徒歩約8分 
【タクシーご利用の場合】 
JR中央線「国分寺」駅より 約10分 
JR武蔵野線「新小平」駅より 約10分 
西武新宿線「小平」駅より 約10分 

交通機関 



　私は、平成20年4月に山中湖村役場に採用され、税務課に配属されました。 

　主な業務は、窓口や電話対応、税金の入金消込業務などです。税金を取扱う業務なので、

少しでも間違った処理ができないという緊張感を、一年たった今でも強く感じています。 

　また、税金を徴収する関係上、多くの滞納される方々にお会いしました。それぞれの事情

を考えると同時に、公務員として公平・平等に税の徴収をしなければならないため、厳しい対

応をしなければならないときもあります。 

　最近では、税金に関する情報が簡単に入手できるようになりました。職員として、より詳し

くより正確な知識が必要であると思います。毎日が勉強ですが、知らない事をそのままにせず、

一つ一つ理解することが大切だと思います。 

　まだ駆け出しで分らないことも多々ありますが、住民により満足して頂けるように日々努力

したいと思います。 

　今回の特集では「移住・交流に
よるまちづくり」を取り上げまし
たが、掲載をしました県をはじめ
各市町等の取組みが、今後の検討
の一助となれば幸いです。 
　また、大変お忙しい中、執筆を
いただきました皆さんには、心か
ら感謝を申し上げます。 

天野 雅仁 さん 

� � � � � � � � � 	
編集後記  

市町村職員
 

はつらつ！！ 
の やまなし 

�� � � �� �	 
�� � �

�

山中湖村役場 税務課 



の 

やまなし 

�
����

住基カード 
　市町村において交付される「住民基本台帳カード（住基カー
ド）」が、平成23年3月31日まで無料で取得できます。 
　この機会に是非、身近で便利な「住基カード」を取得してくだ
さい。 
　交付申請の方法等は、お住まいの市町村にお問い合わせく
ださい。 

【住基カードで、こんなことができます】
◆電子証明書の取得によりインターネットによる行政手続きの申請。
◆公的な身分証明書としての利用（写真付き住基カードのみ）。
◆市町村が行う独自のサービスが受けられる。
◆転入転出の手続きが簡単に。
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